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調査について

Steelcaseは今日の従業員のウェルビーングと企業業績の強力
な指標となる従業員エンゲージメント＊1と職場環境との相関関係
を把握するために、グローバル市場調査会社であるIpsos＊2社と
提携し、世界的な実態調査を実施した。

17カ国
12,480人
5つの主要な発見

＊1
   エンゲージメント＝Engagement」とは従業員が企業の目標達成に
向けて、自発的に自らの力を発揮し貢献しようすること。また、それに
よって従業員も成長するという考え方。今日、人事や組織開発の分野
で幅広く用いられている経営用語。

＊2
 Ipsos社については裏表紙に記載
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多くの企業のリーダーの声を聞くと、彼らは一応に市場の変
化に迅速に対応し、組織を刷新し、市場の誰よりも革新的な
製品やサービスを生み出す企業風土や文化をつくろうとして
います。

このレベルの弾力性のある組織をつくるにはエンゲージメン
トが高い従業員の存在は欠かせません。今日の企業は活力
に満ち、新しいアイデアや戦略を生み出し、意義ある進化に
向けて日々邁進できるワーカーを求めるのは当然のことで
す。

しかしながら、実際には企業の収益悪化要因となるエンゲー
ジメントの低いワーカーの方が多く、企業が望むエンゲージ
メントが高いワーカーは非常に少ないというのが現状です。
この従業員エンゲージメントの低下を防ぐ取り組みは複雑で
困難なプロセスを伴い、多くの企業は最優先事項として様々
な施策を検討してきました。

Steelcaseは「働く」ことや働く「場」について長年にわたって
研究を重ねることで、働く「場」が人々の行動をどうカタチづく
り、企業文化の強化や持続的成長を推進するかの理解を深
めてまいりました。働くこと、働く人、そして働く「場」である職
場環境への飽くなき探究心によって、従業員エンゲージメント
と職場環境の間の関係を見出しました。

Steelcaseグローバルレポートは、従業員のエンゲージメント
と彼らの職場環境への感じ方の間の相関関係を探った世界
初の調査研究です。調査結果が示した様々な発見によって分
かったことは、働く「場」とは従業員の生産性はもちろん、仕事
や会社に対する態度や信念までも左右するということです。
ですから、エンゲージメントを高めるには「場」を包括的な戦
略の一部として位置づけられなければなりません。

世界のリーディングカンパニーは現代の複雑な問題を解決す
る方法は、従来型の単純思考ではなく、新たなアイデアを伴う
アプローチが必要なことを認識しています。働く「場」が人や
組織をよりしなやかに弾力にし、企業目標に対して、ワーカー
が自発的に貢献出来る方法を探るためのヒントとして、是非、
本レポートがご参考になれば幸いです。

Jim Keane

ジム・キーン

序文

Jim Keane からのメッセージ
CEO, Steelcase Inc.
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調査結果概要 

世界のエンゲージメントと職場環境実態
 

主要な発見

 
「弾力性」のある職場環境：働く「場」の
役割

調査データ
を理解する

凡例として調査データを見やすくするために図やチャート上で
記号やカラー規定を使用しています。

カラー規定

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記

エンゲージメントと満足度が非常に高いワーカー

エンゲージメントと満足度が非常に低いワーカー

中間的ワーカー（どちらでもない）

世界平均

国平均

記号
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調査概要結果

今日、従業員エンゲージメントは企業の最終的な収益に関
わる重大な問題と捉えられている。それは安定した経済情
勢にある時はもちろん、市場が不安定で不確定な時代にあ
っても確実な企業成長を持続させるための源泉ともいえる。

従業員エンゲージメントの低下は、企業のコスト増加、仕事の
遅延、人的資源の枯渇、組織の脆弱化を引き起こし、最終的
にはエンゲージメントの高いワーカーの努力までも無駄にな
る事態を招く。企業を持続的に成長させるこの従業員エンゲ
ージメントが、今、グローバル企業が直面している深刻な課題
のひとつになっているのはこれが理由である。 

一握りのエンゲージメントが低い従業員による影響がどれほ
ど深刻なものであるかを理解している企業のリーダーは少な
い。この調査で、世界17カ国の3分の1以上のワーカーのエン
ゲージメントが低いことが明らかになった。そして、残りの3分
の1は「どちらでもない」中間層が占めている。所謂、会社に不
満を抱いているわけでもなく、かといって会社の業績向上の
ために熱意と忠誠心を持って自主的に貢献するわけでもな
いワーカーの存在である。

今日、企業が直面する多くの複雑な問題と同様、この従業員エ
ンゲージメントへの施策は難しく、遅々として変化が進まない
のが現状である。Steelcaseでは長年に及ぶ「働くこと」と「職場
環境」に関する莫大な調査研究をベースに、グローバル市場
調査会社であるIpsos社と提携し、働く「場」がいかに従業員の
エンゲージメントに影響を与えるかを把握するために、大規模
な世界的調査を実施した。以下はその際に根幹となった問い
かけである。

オフィスを戦略的に活用することで、果たしてエンゲージメン
トレベルは改善するのか？

職場環境をどう変化させることで、最大の効果を得られる
か？

この調査の結果から分かることは、職場環境は状況次第で
従業員エンゲージメントを高めることもできれば、その取り
組みを妨げる障害にもなりうるということだ。また、職場環境
のどこを変えれば、効果があるのかも特定している。以下が
調査から導きだされた主要な発見事項である：

1.  従業員エンゲージメントと職場環境満足度の間には 

相関関係がある 

2.  エンゲージメントの高いワーカーは仕事の仕方を自分 

でコントロールしている 

3. 固定型機器の利用はモバイル機器を2倍上回る 

4. 昔ながらのワークスタイルに固執する  

5. 文化的背景がエンゲージメントレベルに影響を及ぼす 

この調査で、世界17カ国の3分の1以上
のワーカーのエンゲージメントが低い
ことが明らかになりました。

調査概要結果
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調査概要結果 調査概要結果

職場環境満足度
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職場環境に対する高い満足度が、 

従業員の高いエンゲージメントに 

つながることがデータから分かる。

調査データは、職場環境の様々な点で非常に満足しているワ
ーカーが、より高いレベルのエンゲージメントを持っているこ
とを明らかにしている。しかしながら、世界のワーカーの中で
非常に高いエンゲージメントを持ちながら、職場環境にも非
常に満足しているワーカーはわずか13%しかいない。そして、
その逆もまた同様である。世界の労働力の11%はオフィスに
非常に高い不満を持ち、従業員エンゲージメントレベルも非
常に低い。

このデータが提起した問題は、エンゲージメントの高い少数
のワーカーだけが主体的に会社に貢献し、他のエンゲージメ
ントの低いワーカーよって、彼らの努力が水泡に帰しているの
ではないかということである。しかし、決して悲観的なデータ
結果ばかりではない。エンゲージメントと職場環境満足度の
間には相関関係があるという前向きなデータ結果もある。つ
まり、職場環境がエンゲージメントを高めるための重要な戦
略ツールになるということである。

エンゲージメントの高いワーカーの特徴は、どこでどうやって
仕事をするかを高いレベルでコントロールしているということ
である。つまり、プライバシーが必要と思えばそれを確保できる
スペースが周りにあるということである。彼らには組織的な意
思決定はもちろん、必要に応じたプライバシーの確保など、オ
フィスの利用可能なスペースの中でどうやって働くかを選択で
きる権限が与えられている。よって集中も容易で、チームでの
作業も邪魔されることなくスムーズに遂行できる。

エンゲージメントの高いワーカーは、健全な双方向コミュニケ
ーションが可能な企業を好む傾向がある。すなわち、会社の
リアルタイムの情報がいつでも入り、かつ自由に意見やアイ
デアを表現できる組織である。この調査から分かることは、オ
フィス内に多様な働き方をサポートする豊富なスペースを提
供することの重要性である。ワーカーが個々の能力を最大限
に発揮でき、主要なデザイン定義でもあるグループと個人、モ
バイルワーカーと内勤ワーカーといった異なるワークスタイ
ルに適した「場」づくりである。

世界の労働力の11%はオ
フィスに非常に不満があ
り、そのエンゲージメント
も低い。

非常に高い

非常に高い

世界のワーカーで非常に
高いエンゲージメントを
持ち、職場環境にも非常
に満足しているワーカー
はわずか13%しかいな
い。

非常に低い

非常に低い

11%

26%

29%

21%

13%

ワーカーが執務スペースをコントロール 

できることとエンゲージメントレベルの 

間には、ある種の相関関係があることが
データから分かる。

作業に応じて働く場所を
選択できますか?

非常に低い
エンゲージ
メント

やや低い
エンゲージ
メント

中間 やや高い
エンゲージ
メント

非常に高い
エンゲージ
メント

14%

24%

59%

71%

25

0

50

75

100

88%

主要な発見

1.  従業員エンゲージメントと 

職場環境満足度の間には 

相関関係がある

主要な発見

2.  エンゲージメントの高いワーカーは 

仕事の仕方を自分でコントロールしている
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調査概要結果 調査概要結果

世界的には個人のモバイル端末の普及率は高いが、仕事と
なるとその多くが固定機器を使用していることが多く、その数
はモバイル機器の2倍にものぼる。これはおそらくワーカーの
業務に応じた意図的な戦略、あるいは、絶えず進化するテクノ
ロジーに歩調を合わせるのが困難だとする考えが背景にあ
ると考えられる。いずれにしても、オフィス内外におけるワーカ
ーのモバイル化や多彩なスペースを従業員がフルに活用で
きる機能も、支給されるテクノロジー機器の選択肢によって大
きく影響を受ける。

1日の内、ほとんどの時間をデスクで過ごす業務の場合は固
定型が適している。また、コラボレーションをベースに多くの
情報共有を必要とする業務もある。その場合にはモバイル機
器の使用はもちろん、オフィス全体で容易に情報にアクセス
できるIT環境の整備が必須になる。それが欠如しているとデ
ジタル情報へのアクセスが不可欠なワーカーはデスクに縛り
つけられ、分散したチームメンバーとの恊働への意欲も落ち
ることになる。さまざまな要因でワーカーの働き方が変化して
いる現在、企業はこのITも含めた職場環境を真剣に再考しな
ければならない時が来ている。

職場環境は過去10年で劇的に変化している。オフィスはより
オープンに、そしてカジュアルでコラボレーションベースにな
ったという認識もあるが、それは一部のメディアや大衆文化
の啓蒙による偏った見方だという意見もある。それは決して
間違いではないが、現実的には世界の多くのワーカーは、ヒ
エラルキーとデスクに固定され、依然として昔ながらの職場
環境で働いている。

職場環境のデザインと仕事の仕方は、近隣諸国の間でさえ大
きく異なり、ワーカーのほぼ3分の2が個室または共有個室で
仕事をしているという結果がでている。完全にオープンな執
務スペースもかなりの割合を占めてはいるものの、全体のオ
フィスのほぼ4分の1にしか過ぎない。クローズドかオープン
かという両極がスタンダードであるわけでも、正しいソリュー
ションとも限らない。しかし、これらの調査結果を見ると、企業
の多くが従業員のエンゲージメントを高める方法で、職場環
境を進化させてこなかったことは明らかである。

どのような執務スペースで仕事をしていますか？

世界的には個人用のモバイル機器は
高い普及率を示しているが、職場での
ワーカーの大多数は依然として固定
型機器に依存している。

主要な発見

3.  固定型機器の利用は 

モバイル機器を2倍上回る

主要な発見

4.  昔ながらのワークスタイルに固執する

ワーカーのほぼ3分の2が個室 

または共有個室で仕事をして
いる。

個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース

ノマド 

（固定自席なし）

 

23%

37%

33%

8%

 

会社から支給されるテクノロジー機器:

固定電話 

デスクトップ 

コンピュータ

携帯電話 

ノートパソコン 

タブレット

 

86%

80%

39%

39%

14%
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調査概要結果 調査概要結果

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
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ン
ト

非常に低いエンゲージ
メント + 満足度

非常に高いエンゲージ
メント + 満足度

5% フランス 

7% スペイン 

6% ベルギー

28% インド
22% メキシコ
20% アラブ首長国連邦

比較分布図:  多くの国が集中している反対側にあるのがエンゲージメン
ト率の高い国になる。

* 国名の略号についてはP5を 

ご参照ください。

IN

CN

MXZA
US

AE

NLCA

DE

TR

GB

SA

BE

ES

RUPL

FR

エンゲージメントが最も高いワーカーは、新興国に多く、エン
ゲージメントが最も低いワーカーは先進国に多い傾向があ
る。データを解析すると、ワーカーの居住国やその文化的背
景、期待度というものが、エンゲージメントレベルや職場環境
への満足度に大きく影響していることが分かる。

もちろん、例外もあるが文化的背景がワーカーの会社や職場
環境に対する意識や態度を左右している。そして、ワーカーが
満足感を感じ、高いエンゲージメントで仕事ができる「場」を
見つけることができるかどうかはこれによるところが大きい。
本調査での発見事項は、今後、グローバルに事業を展開する
多国籍企業が世界の様々な地域でオフィスを計画する際の
参考になるはずである。

非常に高い

非常に低い

文化的背景はエンゲージメントと 

職場環境満足度に大きな影響を 

与えるものである。

主要な発見

5.  文化的背景がエンゲージメント 

レベルに影響を及ぼす

非常に高い 非常に低い
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今回の調査
について

対象国数  

17  

  

参加者数  

12,480

主要な発見 

5

世界の
エンゲージメント
と職場環境実態

Understanding 

the Data

Use this legend to better understand the symbols 
and color coding used in the charts and  
graphics for easier interpretation of the data.

Color Code

Lowest score in the study

Highest score in the study

Noteworthy

Highly Engaged and Highly Satisfied Workers

Highly Disengaged and Highly Dissatisfied Workers

Neutral Workers (Neither Engaged nor Disengaged)

Global Average

Country Average

Symbols

Steelcaseは、ワーカーと企業のウェルビーングの強力な指標
となるエンゲージメントと職場環境満足度の相関関係を把握
するために、グローバル市場調査会社であるIpsos社と提携
し、世界的な実態調査を実施した。

対象参加者の数はマクロでの動向を示すと同時に、例えば、
回答の画一化を排除する個人の独特な嗜好や見解も適切に
反映されている。調査データは人々がどう働いているかの理
解を深めるインサイトを導きだし、広義でのパターンを明確に
特定している。
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調査対象国

ベルギー
カナダ
中国
フランス
ドイツ
インド
メキシコ
オランダ
ポーランド
ロシア
サウジアラビア
南アフリカ
スペイン
トルコ
アラブ首長国連邦
イギリス
アメリカ

420

802

803

824

803

802

796

407

832

808

450

802

803

802

701

816

809

性別

52% 男性 

48% 女性
 

年齢

12% 18～34歳 

28% 35～44歳
20% 45～54歳
10% 55歳以上
 

職位/職種

10% 上級管理職
28% 管理職
23% 技能職/専門職
39% 事務/サービス/営業職

業種

 5% 金属鉱業/ガス
 12% 製造業（自動車、製品、石油、化学など）
 3% エネルギー
 1% 水道
 4%  輸送
 5% 通信
 9%  小売
 3% 接客
 8% 金融
 6% ビジネスサービス
 7% IT

 34% 官公庁/公務員* 

* 公共の医療、教育、政府機関を含む

調査対象のデータを解析する

参加者は100人以上の従業員を有する企業
のオフィスワーカーを対象としている。
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世界のリーディングカンパニーのCEOたちは、従業員エンゲ
ージメントは企業の持続的成長を実現する、今日のビジネス
において最も真剣に取り組むべき経営課題のひとつである
と捉えている。グローバル競争が激化する中で、より革新的、
より生産的、そして苦境にあっても弾力性のある組織づくりが
企業には求められている。つまり、いかにエンゲージメントの
高い労働力を確保し、企業としての業績に貢献させるかとい
うことである。

エンゲージメントが非常に高いワーカーは、仕事に熱心で積
極的で、新しいアイデアを生み出し、良好な顧客関係を構築
するなど、企業にとって多くの利益をもたらす。他方で、エンゲ
ージメントが低いワーカーは、仕事の妨害や組織の中での足
の引っ張り合いなどその意識の格差がビジネスの現場で顕
著になっている。

しかしながら、企業の中には、こうしたエンゲージメントの低
い従業員はごく僅かであって、それを変えるのは困難である
と考える人も多く、深刻な問題であるとは捉えられていない
のが現状である。今回の調査結果で明らかになったことは、
エンゲージメントの低いワーカーは世界の労働力の37%を
占め、そのグループは最大で、さらにこの数字を上回る国も
存在する。つまり、企業は、労働力の3分の1以上を占めるエン
ゲージメントの低い従業員に対して、給料を支払いながら組
織を弱体化させていることになる。

従業員エンゲージメントの向上は多くの変化を伴い、その道
のりは決して容易ではない。そして、この問題に着手するに
は、戦略としてさまざまな選択肢が考えられる。Steelcaseは世
界をリードするオフィス家具メーカーとして、ワーカーの行動
観察を通して、「働く」人と働く「場」を長年にわたって調査、研
究し、職場環境で企業が直面する様々な問題を解決すること
を使命としている。今回の調査で明らかになったことは、職場
環境は従業員のエンゲージメントに大きく左右し、その信念
や行動を形成するという重要な役割を担っているということ
である。

世界17カ国、12,480人を対象に実施したこの実態調査は、そ
の職場環境と従業員エンゲージメントの関係を深く探った世
界初の試みである。グローバル市場調査会社であるIpsos社
と提携し、人々の職場環境の実態、職場環境や会社への感じ
方や仕事の仕方など、従業員エンゲージメントに影響を与え
るであろうさまざまな側面から状況を調査、解析した。

その調査で明らかになった5つの主要な発見は、世界中の仕
事の仕方に対する新たな指標として、「従業員エンゲージメン
トの向上」という困難な課題に対処するための施策を提案し
ている。

世界のエンゲージメント
と職場環境実態

1/3

エンゲージメントの低い 

ワーカーは平均的な労働力
の約3分の1を占めている。
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調査では、職場環境の満足度が従業員エンゲージメントに直
接結びつくことが分かっている。エンゲージメントの最も高い
ワーカーは、職場環境に最も満足している。その反対に、職場
環境に満足していないワーカーのエンゲージメントは低い。

エンゲージメントの高いワーカーは、高い生産性で仕事をし、
より多くの新しいアイデアで革新的な製品やサービスを生み
出し、企業の持続的成長の原動力となっている。企業にとって
は価値ある最大の資産でありながら、残念なことにその数は
限られているのである。今回の調査で、世界の13%のワーカ
ーが非常に高いエンゲージメントを持ち、職場環境にも満足
していると結論づけた。この数値は世界でも国によって差が
大きく、ある国では非常にエンゲージメントが高いワーカー
はわずか5%である。エンゲージメントや満足度がやや高い
ワーカーの21%を加えると、世界の労働力のわずか約3分の
1だけが企業の業績に貢献していることになる（図1、P23参
照）。

エンゲージメントの高いワーカーは会社や職場環境に対して
も肯定的で、そのほとんどの測定値で上位10%に入る。98%

は会社が自分に適していると感じ、連帯感も感じている。ま
た、同僚と活発に交流しながらアイデアを自由に表現、共有
し、組織への帰属意識を感じることができると答えている。

また、エンゲージメントが非常に高いワーカーは、個人の執務
スペースのサイズ、家具、照明、周囲の雑音レベル、室温など
についても基本的に満足している。つまり、仕事を達成できる
最適な「場」と感じながら、仕事をしていることになる。

こうしたワーカーの93%は、会社が「従業員のウェルビーング
に関心を持っている」にも高い評価をし、94%が「従業員の健
康と安全を重要視している」と感じている（図5、P27参照）。

主要な発見

1. 従業員エンゲージメントと
 職場環境満足度の間には
 相関関係がある 13%

エンゲージメントの最も高いワー
カーは、職場環境に最も満足して
いる。世界中で非常に高いエン
ゲージメントと満足度を持つワー
カーはわずか13%しかいない。
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非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

右ページの図表が示すように、エンゲージメントの低いワー
カーはエンゲージメントの高いワーカーを上回っている。全
体の37%のエンゲージメントは非常に/やや低く、かつ職場
環境にも満足していない。会社が従業員のウェルビーングに
関心を持っていると感じているワーカーは9%、従業員の価値
を認めてくれていると感じているのはわずか10%しかない
（図5、P27参照）。

会社に対する意識や感情に比例して、エンゲージメントや満
足度が低いワーカーはその80%が個人の執務スペースや
職場環境全体にも満足していない。スペースに関するほとん
どの項目が下位20%に入る。特に職場環境の構成レイアウ
トに25%、使用している家具に27%だけが満足している一方
で、39%が照明、41%がコンピュータ機器に満足している
（図4、P26参照）。

世界の労働力の約3分の1は、職場環境と仕事にまあまあ満
足しているという中間層にあてはまる。総じて彼らは職場環
境や会社の雰囲気を気に入っていると答えている。しかしな
がら、この可でも不可でもないレベルが果たして競争優位性
を創出し、企業の持続的な利益成長につながるかどうかの答
えは明白である。この最大グループである中間層をどう改善
していくが問題となる。

11%

13%

29%

26%

21%

世界の労働力の11%は
職場環境に満足せず、そ
のエンゲージメントも低
い。

エンゲージメントが非常
に高く、職場環境にも非
常に満足しているワーカ
ーは世界でわずか13%し
かいない。

この調査では、対象参加者数12,480人のすべての回答を
9のエンゲージメント評価基準と13の職場環境満足度評
価基準に分類した。

クラスター分析では、エンゲージメントと職場環境満足度
の間にはある種の相関関係があることが明らかになった。
つまり、エンゲージメントが最も高いワーカーは職場環境
にも最も満足していて、同様にエンゲージメントの最も低
いワーカーは職場環境に最も満足していないということで
ある。

この調査は、両極に動いたグループ同士の違いと、会社と
職場環境に対する感じ方を把握、理解することを目指し
た。エンゲージメントと職場環境満足度に対する回答デー
タはP24～25をご参照ください。

37%

ワーカーの37%は、職場でのエン
ゲージメントが低い（非常に低いと
やや低いの総数）。

エンゲージメント + 職場環境
満足度クラスター分析
図1 

主要な発見 主要な発見
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作業に応じて働く場所を 

選択できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで 

仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

14%

35% 

15%

13% 

41%

43% 

16%

16%

13%

37%

21%

15%

20%

88%

95% 

98%

94% 

98%

96%

98%

98%

92%

94%

90%

94%

96%

97%

97% 

97%

97% 

96%

95% 

95%

94% 

93%

43%

24% 

25%

23% 

24%

17% 

17%

20% 

17%

以下の記述に同意しますか?
（%が同意）

貴方の職場環境で下記は
可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

物理的な仕事環境での従業員
満足度を測定するのにこれら
の13の評価基準が使用されて
いる。

これらの9の評価基準が、従業
員エンゲージメントや従業員
の態度や意識を測定するのに
使用されている。

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

図3 

 

図2 

 

特記
エンゲージメントが最も高い
ワーカーは企業文化や会社の
戦略に対して好感情を抱いて
いる。

特記
最も満足度が高いワーカーは、
オフィス内で働く「場」の選択肢
を豊富に持ち、働き方を自分で
コントロールしながら、一人、グ
ループでの仕事を効率よくこな
している。

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

主要な発見 主要な発見

24 25STEELCASE グローバルレポート   |   世界のエンゲージメントと職場環境実態



貴方の会社において、
下記は当てはまりますか?
（%が同意）

下記の貴方の
仕事環境に
満足していますか?
（%が満足）

オフィスの基本事項に対する満足度 会社に対する感じ方

  

従業員のウェルビーングに関心を
持っている

従業員の健康と安全を 

重要視している

仕事をするのに最適な場所であり、
自分のライフスタイルに合っている

チームワークとコラボレーションを 

奨励している

従業員の能力を最大限に 

引き出している

従業員の自発性を奨励している 

従業員の価値を認め、 
尊重している

換気 

オフィス家具 

ワークスペースのサイズ 

室温 

照明 

コンピュータ、その他の機器 

周囲の雑音

9%

17%

11%

22%

19%

14%

10%

93%

94%

98%

96%

95%

95%

93%

94%

95%

97%

94%

98%

96%

93%

25%

27%

31%

30%

39%

41%

22%

図4 

 特記
エンゲージメントが非常に高い
ワーカーは個人の執務スペー
ス（サイズ、家具、照明、周囲の
雑音レベル、室温など）にも非
常に満足している。

特記
エンゲージメントの非常に高い
ワーカーは少なく、会社に対し
て好感情を持ち、企業文化や
仕事環境にも満足している。

仕事環境
の基本事項

企業文化

図5 

 

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

主要な発見 主要な発見
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エンゲージメントの違いを探っていくと、さまざまな結果デー
タから一貫した結論が読み取れる。つまり、ワーカーがどこで
どのように働くかを自分でコントロールしているという感覚が
あればあるほど、エンゲージメントと職場環境への満足度が
高くなるということである。

エンゲージメントの最も高いワーカーは、作業に応じて、オフ
ィス内で働く「場」をより柔軟に選択でき、自由に動きまわり、
姿勢を変えながら仕事をこなしている。

この柔軟性があることで、ワーカーは1日を通してプライバシ
ーを適切に確保しながら、仕事をコントロールできることにな
る。最も注目すべきは、エンゲージメントが非常に高いワーカ
ーの88%が作業に応じてオフィスで働く場所を選択できると

答えている（図7、P32参照）。これはつまり、仕事に集中した
り、自分を充電させるために息抜きをしたいと思えば、オフィ
ス内でそれができる「場」を自在に選択できるということであ
る。エンゲージメントの高いワーカーの88%が容易に集中で
きる、そして、94%が中断されることなくチームで仕事ができる
と答えている（図8、P32参照）。このどちらもがプライバシー関
連である。そして、半数以上が状況によっては週2日以上遠隔
から働き、携帯機器を持つ率も高く、必要に応じてプライバシ
ーの確保も容易で、仕事の仕方を自在にコントロールできて
いると感じている（図11、P36参照）。

例えば、オフィス家具決定の際に意見が反映されるかどうか
という意外と単純なことが、エンゲージメントと満足度を高く
する強力な原動力になっている。実際、意見が考慮されて、一
連の製品の中から自由に選択できるワーカーは、個人の執務
スペースに関する様々な要素、例えば室温や換気、周囲の雑
音レベルやテクノロジー機器といったものまでにも満足して
いる確率は高い（図6、P31参照）。

つまり、オフィス内にさまざまな作業に対応できる一連のスペ
ースがあるかどうかが となる。例えば、コラボレーション、ソ
ーシャルな交流、集中、活性化やプライバシーなどといったよ
り広範囲にわたるスペースを設置している企業には、エンゲ
ージメントの高いワーカーが多くいる傾向がある。

主要な発見

2. エンゲージメントの高い 
ワーカーは仕事の仕方を 
自分でコントロールしている

主要な発見

88%

非常に高いエンゲージメント + 満足度 

のワーカーは、作業に応じて働く場所を
選択できている。
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エンゲージメントが最も低いワーカーが仕事環境を選択し、コ
ントロールできている率は最も低い。86%という多くの人が作
業に応じて「場」を変えることができていない。また、エンゲー
ジメントが低いワーカーの87%がチームでの作業中にしばし
ば邪魔が入り、作業が中断すると答え、15%だけが一人での
仕事に集中できる環境にいると答えている（図8、P32参照）。

こうしたエンゲージメントの低いワーカーは、オフィス内でし
か働く選択肢を持たず、しばしば固定した自席も持たない傾
向がある。自席を持たないことが必ずしも低いエンゲージメ

ントにつながるわけではないが、この調査結果を見ると、こう
した人々は大抵ノマドワーカーを考慮せず、組織の一員とし
ての帰属意識を感じにくい環境で働いていることが多い。実
際、彼らは組織への連帯感もなく、35%の人しか同僚とカジュ
アルにリラックスしながら会話できるスペースがない（図3、
P25参照）。

こうした調査結果には、企業が従業員エンゲージメント対策
に取り組む際の多くのヒントが隠されている。明らかに、従業
員が働く環境や働き方を自由にコントロールができるように
することが、従業員の自発的意欲を高め、企業を前進させる
一要素であることは間違いない。

3%

エンゲージメントが非常に高い 

ワーカーの29%が家具の決定に参
加できている一方で、エンゲージ
メントの非常に低いワーカーはわ
ずか3%である。

仕事環境の基本事項に
おけるコントロール度
図6  

貴方の個人の執務スペースでの
下記の項目に満足していますか?
（%が満足） 

照明 PC&電話機器 スペースの
サイズ

デスク周りの
系統化

室温 周囲の
雑音レベル

オフィス換気

オフィス家具の選択

照明の調整

室温の調節

私用コンピュータ
機器の使用

家具の調節
（チェア、デスク高）

デスク周りの
パーソナル化
（家族写真、私物など）

自然光が入る
（窓）

グローバル

オフィス家具

60

70

80

90

66%

63%

61%

75%

71%

70%

66%

76%

特記
選択肢を与えることで、一見関係がなさそうに見えるものでも職場環境
のさまざまな側面での満足度が上がる。一連の家具オプションから自
分で使用する家具が選択できることは、デスク周りのパーソナル化や
自然光へのアクセス（縦軸を見る）などよりも影響が大きく、室温や周囲
の雑音レベル（横軸）などへの満足度も向上させている。

主要な発見 主要な発見

主要な発見としては、人々は働く物理的環境のさまざまな側面をチョイ
スとコントロールできると、全体の満足度が高くなるということである。総
じて家具を選択できることもその満足度向上につながる確率が高い。

満
足
度
レ
ベ
ル
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個室を持っている

家具を選択できる

7%

3%

23%

29%

職場環境にある
スペース:

貴方の個人の
執務スペースは?

貴方の執務スペースを
デザインするにあたって
（%が同意）

スポーツ/運動施設 

個室 

リフレッシュエリア 

十分な数の会議室 

カフェテリア/社員食堂

5%

5%

7%

7%

9%

22%

19%

19%

17%

15%

チョイス + コントロール

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで 

仕事ができる

15%

13%

98%

94%

貴方の仕事環境で下記は
可能ですか?
（%が同意）

特記
エンゲージメントレベルにおい
ては、家具を選択できることは個
室を持つことより影響力がある。

特記
従業員が作業に応じて選択で
きるさまざまなスペースがある
オフィスには、エンゲージメント
の高いワーカーが多い。

個室 vs 

家具のチョイス

共有エリア
へのアクセス

集中

特記
エンゲージメントが最も高く、
かつ職場環境にも満足している
ワーカーは、総じてオフィス内
のさまざまなスペースにアクセ
スでき、必要に応じてプライバ
シーも確保できる環境にいる。
この両極化の動向は注目に値
する。

特記
チョイスとコントロールのレベ
ルが上がるにつれて、従業員エ
ンゲージメントも上がっている。
この調査では、エンゲージメント
が最も高いワーカーは、作業に
応じて働く場所を自由に選択で
きる環境にいることが分かる。

図9  

図10 

図7 

図8 

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント 
と満足度

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

チョイス + 

エンゲージメント
作業に応じて働く場所を
選択できますか?

仕事をする「場」を選べるほど、 
エンゲージメントレベルは 

高くなる。

非常に低い
エンゲージ
メント

やや低い
エンゲージ
メント

中間 やや高い
エンゲージ
メント

非常に高い
エンゲージ
メント

14%

24%

59%

71%

25

0

50

75

100

88%

主要な発見 主要な発見
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モバイル機器の利用率が高いほど、従業員エンゲージメント
と職場環境満足度は上がる。エンゲージメントが最も高いワ
ーカーは、デスクに拘束される固定電話やデスクトップコンピ
ュータではなく、ノートパソコンや携帯電話、タブレットの利用
率が圧倒的に高い。また、同時にワーカーは仕事をする「場」
を選択でき、仕事の仕方を自分でコントロールしながら仕事
をこなしている。

実際は、世界のワーカーの大部分がその使用機器のために
自席での作業に縛られながら業務をこなしている。最近のレ
ポートによると、現在、地球上に存在するモバイル機器の数は
世界人口を大きく上回っているが、企業での利用率は2:1の
割合で固定型機器を使用する傾向にある。世界のワーカー
の86%が固定電話、80%がデスクトップコンピュータ、39%が
会社から支給されるノートパソコンや携帯電話、14%がタブ
レットを使用している（図13、ページ37参照）。

この数字は私用機器を職場へ持ち込んでいることも多少影
響している可能性がある。何故なら、世界のワーカーの54%

は職場に自分の機器を持ち込んでいると答えている。このこ
とが定着化している国としていない国の差は大きく、両極化
の傾向がある。

仕事でのモバイル機器の利用が遅いために、ワークスタイル
として定着していないのが、作業に応じて働く場所を選択でき
ることである。高度に自立し、仕事の仕方を自分でコントロー
ルできるワーカー数は、世界でも半数に過ぎず、モバイル機
器の使用が限定されるためにその多くがオフィス外から仕事
をしたことがないという（図11、P36参照）。但し、このワークス
タイルは多様で、文化的な違いも色濃く残る。例えば、フラン
スのワーカーはオフィス外で働くことは非常に稀で、インド、
中国、南アフリカといった国では定着化している（付録F）。

調査データでは、従業員エンゲージメントとオフィス外での遠
隔ワークの間の相関関係は明らかにしていない。しかし、環境
が柔軟でないことがワーカーの仕事に対する感じ方に大きく
影響を及ぼしていることは明確である。

企業にとっては、物理的な職場環境とIT戦略を適切に考え、
内勤ワーカーとノマドワーカーの両方をしっかりとサポート
し、かつ個々人が業務に合ったワークスタイルを選択でき、コ
ントロールできるような環境を整備することが重要であると
思われる。

主要な発見

3. 固定型機器の利用は
 モバイル機器を2倍上回る

主要な発見

米国のワーカーの
26%が会社から支給
される携帯電話を使用
しているが、この数字
は調査対象国の中で
最も低い。

インドのワーカーの
64%が会社から支給
される携帯電話を使
用しているが、この数
字は調査対象国の中
で最も高い。

 

会社から支給される携帯電話

26% 64%
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会社から支給される
テクノロジー機器:

従業員のモバイル性

時々または毎日オフィス外で 
仕事をするワーカーの職位/職種:

オフィスから離れて仕事をする頻度は？

ビデオ会議システムを 
使用する率が最も高い国々

ビデオ会議システムを 
使用する率が最も低い国々

毎日 

時  々 

まったくない

上級管理職 

管理職

インド 

カナダ

ポーランド 

トルコ

9%

36%

55%

21%

49%

30%

9%

24%

67%

57%

52%

56%

48%

19%

24%

固定電話

 

デスクトップコンピュータ

 

携帯電話

 

ノートパソコン

 

タブレット

 

 

組織のヒエラルキー 

+ 遠隔ワーク

特記
職位が高いワーカーほどオフィ
ス外で働く確率が高い。

特記
ビデオ会議システムを介して、
分散したワーカー同士がつな
がる状況は国によって大きく異
なる。

ビデオ会議
の導入

固定型機器 vs  

携帯機器
遠隔ワーク

特記
エンゲージメントが最も高い
ワーカーは、モバイル機器を駆
使しながら仕事をこなし、エン
ゲージメントが最も低いワー
カーと比べて、自由にオフィス
外で仕事ができる環境にある。

特記
固定機器は携帯機器の2倍の
率で支給されている。モバイル
化の欠如によって、従業員はオ
フィス内の様々なスペースで働
きにくくなる。

図13 

図11 

 

図12 

 

図14  

 

主要な発見 主要な発見

非常に高い
エンゲージメント
と満足度

非常に低い
エンゲージメント
と満足度グローバル

43%

40%

技能職/専門職 

事務/サービス/営業職

86%

80%

39%

39%

14%
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コラボレーションが世界中で増えているにも関わらず、個室で
構成されたオフィスはオープンな執務スペースを持つオフィ
スの数を上回る（31% vs 23%）。オフィスの多く（46%）はオ
ープンな執務スペースと個室の組み合わせである（図15、
P40参照）。

オフィスの構成比率は国によって大きく異なる。例えば、イギ
リスではおよそ半分（49%）がオープンな執務スペースで、
14%が個室で働いている。反対に、ドイツでは、半分（54%）
以上が個室で働き、オープンな執務スペースで働いているの
はわずか19%に過ぎない。

ほとんどのワーカー（60%）が個室または共有個室のどちら
かに自席を持ち（図16、P41参照）、約3分の1はオープンな執
務スペースに自席がある。そして、少数（8%）がノマドワーカ
ーで、自席を持たず、オフィスのさまざまな場所で動きながら
仕事をしている。これもまた国によって大きく異なり、オランダ、
イギリス、ベルギーにはかなりの数のモバイルワーカーがい
るが、中国やロシアではほぼ存在しない。

個室は常に組織のヒエラルキーの象徴として存在した。組織
での職位が高くなればなるほど、専用の個室を持つ率が高く
なる （図17、P41参照）。

また、専用の個室は昔から多くの文化と組織におけるコント
ロールレベルを表し、個室を持つワーカーの執務環境に対す
る満足度が高いのが容易に推測できる。

仕事にかつてないほどコラボレーションとモバイル性が求め
られているにも関わらず、調査データは依然として昔ながらの
仕事環境やワークスタイルが一般的であることを示している。
もし、変化が起きているとすれば、その変化の速度を測定する
さらなる調査が求められる。

グローバル市場での競争力を高め、世界的に事業展開をす
る企業は、多様な文化の中で企業文化をカタチづくるという
点ではその最前線にいる。海外で働いている同僚の状況を
垣間みることで、将来の自分の働き方に対して新たな視点や
方向性が生まれることもある。世界の職場環境はその類似性
が高くなり、よりオープンな執務環境へのシフトが起こる可能
性もある。それでも企業間には未だ大きな差異があり、グロー
バル企業はこうした違いを把握することで、職場での従業員
のエンゲージメントと満足度をプラスに変化させることがで
きる。

主要な発見

4. 昔ながらのワークスタイル
 に固執する

イギリスでは、その49%が
オープンな執務スペース
を採用している。

ドイツでは、オープンな執
務スペースを採用している
のはわずか19%である。

 

オープンな執務スペースの採用は国によって異なる

49% 19%
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ワーカーの個人執務スペースオフィスの構成レイアウト

特記
一部の国では、仕事でのコラボ
レーションやモバイル性が求め
られているにも関わらず、依然
としてワーカーは昔ながらの仕
事環境に身を置き、組織のヒエ
ラルキーとデスクベースの仕事
に力点が置かれている。

全体のオフィス
レイアウト
図15 

個人の執務
スペース
図16 

組織のヒエラルキー
とオフィススペース
図17 

8% ノマドワーカー 

で自席がない 37% 共有個室
で働いている

32% 自席のある 

オープンな執務 

スペースで 

働いている

23% 専用個室
で働いている

60%
閉じられたスペースで 

働いている

23%  

オープンな 

執務スペース

オープンな 

執務スペース/ 

個室の組み合わせ

31% 
個室 

31%
全オフィススペースの 

およそ3分の1が、 

個室で構成されている。

特記
ほとんどのワーカーは主に職
位に基づいて、個室または共
有個室で働いている。

特記
職位が上がれば上がるほど、
個室で働く率が高くなる。

貴方の職場環境はどのようなレイアウトですか? 貴方の個人の執務環境は 
どのようなレイアウトですか?

上級管理職 

管理職

技能職/専門職 

事務/サービス/営業職

78%

68%

61%

50%

主要な発見 主要な発見
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多くのグローバル企業にとっては意味ある指標となることは
間違いない。しかし、この調査が明らかにしていることは、必
ずしもすべてに適応できる1つの解決策はないということで
ある。企業はまずは、エンゲージメントレベルを左右する文化
的背景、異文化での従業員のニーズに応えるデザインを模索
することが重要である。

主要な発見

5. 文化的背景がエンゲージメント 
 レベルに影響を及ぼす

主要な発見

ワーカーの居住国やその文化的基準は、仕事の仕方や物理
的環境に対する感じ方へのインパクトが大きい。それは職場
環境満足度や全体的なエンゲージメントレベルにも大きく影
響を及ぼしている。

この調査でエンゲージメントと満足度が最も高いワーカーが
集中しているのが、経済の長期的成長が見込める新興国であ
る。これらの国々はエネルギッシュで楽観的風潮があり、職場
環境に対する満足度も非常に高い。また、同時に、一部の新
興国ではエンゲージメントの高いワーカーと低いワーカーが
両極端に分かれ、どちらともいえない中間層がほとんど存在
しないこともある。

ワーカーのエンゲージメントと満足度が低いのは、総じて産
業構造や管理体制が確立された先進諸国に多く、そこにはヒ
エラルキーな管理スタイルや構築された職場環境基準があ
ることが考えられる。ワーカーはストレスを感じがちで会社に
対して帰属意識を感じていないことも多く、職場環境に対す
る満足度も低い。

これらの調査データは、文化の異なるさまざまな地域で事業
を展開し、オフィス環境戦略を立案、実行しなければならない

多くの国のエンゲージメントレベルは均等に
分布されているが、アラブ首長国連邦とサウ
ジアラビアは高いと低いのどちらかに両極化
している。

二極化する労働力

32%

46%

20% 48%

39%

非常に低い
エンゲージメント
と満足度

非常に高い
エンゲージメント

と満足度

中間

アラブ首長国連邦 

サウジアラビア

15%
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非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

 

 

37% 29% 34%

54%

47%

46%

25% 20%

31% 23%

34% 20%

20%

26%

31%

30%

27% 53%

41% 33%

24% 44%

26% 44%

中間

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

インド 

中国 

メキシコ 

南アフリカ

フランス 

スペイン 

ベルギー

世界平均 

上の図は9つのエンゲージメント評価基準と
13の職場環境満足度評価基準の各国の好反
応の平均を分布化している。

非常に低いエンゲージ
メント + 満足度

非常に高いエンゲージ
メント + 満足度

5% フランス
7% スペイン
6% ベルギー

28% インド
22% メキシコ
20% アラブ首長国連邦

比較分布図:  多くの国が集中している反対側にあるのが 

エンゲージメントの高い国になる。

IN

CN

MXZA

US
AE

NLCA

DE

TR

GB

SA

BE

ES

RU
PLFR

非常に低い
エンゲージメント 
と満足度

非常に高い
エンゲージメント

と満足度

新興国と先進国の
エンゲージメントの違い
図19  

エンゲージメントレベル国別比較
図18

新興国

先進国

特記
エンゲージメントレベルは新興
国ほど高い。これはおそらく文
化の違いから、仕事への態度
や期待度が異なることが考え
られる。

特記
先進国になると、そのエンゲー
ジメントレベルは低くなる。先
進国のワーカーの期待度は新
興国のそれとは異なることが考
えられる。

主要な発見 主要な発見

* 国名の略号についてはP5をご参照ください。
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すべての国にはその国なりの特性があり、2つとして同じもの
は存在しない。行動のプロトタイプで調査をする中で、 

Steelcaseは下記の2つのデザイン定義を提案している。これ
によって、企業は回復力のある、コスト効率の高い「場」を創
造できると同時に、従業員エンゲージメントへの対策もより容
易になる。

1.  身体的、認知的、情緒的なウェルビーングを考慮して 

スペースをデザインする 

2. 相互に作用しあう「システム」としてのスペースを創造する

「弾力性」のある
職場環境

働く「場」 

の役割

47



従業員のウェルビーングを包括的にサ
ポートする職場環境を創造すること
が、従業員のエンゲージメントと満足
度を高めることにつながる。

姿勢: 
動く + 種類

1日を通して身体を動
かしやすく、座位や
立位、ラウンジ姿勢
など多様な種類の姿
勢をとれるようにす
る。

存在: 
デジタル + アナログ

オフィス内や分散型
チームのためにデジ
タル、アナログ両方
での質の高いコミュ
ニケーションをサポ
ートする。

プライバシー: 
集中 + 活性化

オープン/閉じた執務
スペース両方で、プ
ライバシーを確保で
きるスペースを提供
する。プライバシーは
ワーカーの集中と活
性化にとっては不可
欠で、エンゲージメン
トの基本となる要素
である。

身体的: 
健康的に

1日を通して身体を動
かし、姿勢を変えな
がら快適にエネルギ
ッシュに働ける環境
を創出する。

認知的: 
思考力高く

個やチームの集中、
問題解決、アイデア
の生成を促す多様な
「場」を通して、集中
と活性化をサポート
する。

情緒的: 
気分よく

従業員と会社のつな
がりを強固にするス
ペースの創造によっ
て、仕事の本質であ
る社会的側面を考慮
する。

相互に作用するシステムとしての「場」
とは、従業員のウェルビーングをサポ
ートし、下記の項目を考慮しながら、
個人やグループのための多彩な「目的
地」が適切に配置されたものでなけ
ればならない。

姿
勢

存在

プラ
イバ
シ
ー

相互に作用する
システム
としての「場」

身
体

的

認知的

情緒
的

ウェルビーング

従業員エンゲージメントを高めるには、身体的、認知的、情緒
的なウェルビーングを包括的にサポートするようにスペースを
デザインする必要がある。ウェルビーングは従業員の満足度や
エンゲージメントにとっては不可欠な要素である。

ウェルビーングとエンゲージメントの関係を理解すると、空間
デザインへのアプローチの仕方が明確になり、エンゲージメン
トを改善する「場」の構築が容易になる。

職場とは、人が1日を通して自分を活性化し、交流し、
学ぶ「場」であるべきである。ひとつのタイプのスペー
スでは今日の個やグループの多様なニーズを満たすこ
とは不可能である。理想的な「場」とは相互につなが
ったゾーンと様々なスペースがお互いに作用するシステ
ムとして機能し、その中でワーカーがどこでどう働くか
のチョイスとコントロールを持つことができるような
「目的地」をデザインすることである。

相互に作用するシステムとしての「場」は、組織にしな
やかさを持たせ、苦境や変化の中にあっても強靭で弾
力性のある組織づくりを可能にする。それは、より効果
的で効率的な不動産の活用にもつながり、時代や組織
の変化に応じて柔軟にオフィスを進化させることがで
きるものである。

デザイン定義

1. 身体的、認知的、情緒的な 
 ウェルビーングを考慮して 
 スペースをデザインする

デザイン定義

2. 相互に作用しあう「システム」 
 としてのスペースを創造する

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割
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調査結果は、従業員のウェルビーングのさまざまな側面がエ
ンゲージメントに影響を与えていることを示唆している。身体
的、認知的、情緒的ニーズを満たす職場環境は、従業員のエ
ンゲージメントを向上させる上で不可欠な要素である。こうい
ったニーズが満たされないと、従業員は自分の存在価値を感
じることができずに企業目標の実現に向けての熱意や忠誠
心も失くしやすい。

エンゲージメントを高めるには、状況を深く探り、それに向け
ての継続的な投資や取り組みが求められる。今、世界ではこ
の問題を好機と捉え、真 に向き合い、挑戦しつづける企業
が数多く存在する。まさに「オフィス・ルネッサンス」が進行中
である。世界のリーディングカンパニーは、職場環境を戦略的
ツールとして位置づけ、より効果的な事業計画の実施、ブラン
ドや活気あふれる企業文化の構築を進めている。こうした企
業は結果として、優れた人材を引きつけ、エンゲージメントを
高め、市場での優位性を維持しながら繁栄を享受していくの
である。 

好機と捉える

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割
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従業員エンゲージメントを高める職場環境づくりに関
する情報は下記までお問い合わせください。

日本スチールケース株式会社
東京都港区南麻布5-2-32 興和広尾ビル4F

TEL:03.3448.9611

Steelcaseが定期的に発行している360マガジンは、仕
事とワークプレイスに関する最新情報とトレンドを満
載した情報誌です。iPad用にApp Storeでダウンロード
が可能で、Steelcase 360と検索してください。

Steelcaseの日本語ウェブサイト（steelcase.jp）で
は、さまざまな調査研究やインサイトの資料を掲載して
います。

詳細情報

「弾力性」のある職場環境：
働く「場」の役割
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世界の
エンゲージ
メントを
調査する

本調査はエンゲージメント実態をグローバルに調査し、分析、
比較したものである。世界17カ国を調査した結果、職場環境
とエンゲージメントとの間に明確な相関関係があることが明
らかになった。つまり、エンゲージメントが高い従業員ほど職
場環境に満足しているということである。この結果は、エンゲ
ージメントの向上を目指しながらも、職場環境の果たす役割
を見落としている企業に対して、新たな視点や気づきを促して
いる。

調査対象国における詳細な調査結果を見ると、文化的多様
性、職場環境や仕事の仕方など際だった違いが明らかにな
ると同時に、そこには明確な類似点もあることも分かった。企
業はこの類似と相違を理解することで、職場環境を介してエ
ンゲージメントの強化に向けての対策を講じることができる。

17か国を対象に調査
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世界のエンゲージメントを 
調査する

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

  

58

68

78

88

98

108

118

128

138

148

158

168

178

188

198

208

218
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BE

CA

CN

FR

DE

IN

MX

NL

PL

RU

SA

ZA

ES

TR

AE

GB

US

28%

 

 1.  インド

 2. メキシコ

 3. アラブ首長国連邦

 4. 南アフリカ

 5. サウジアラビア

 6. アメリカ

 7. ポーランド

 8. ドイツ

 9. トルコ

 10. カナダ

 11. イギリス

 12. 中国

 13. ロシア

 14. オランダ

 15. スペイン

 16. ベルギー

 17. フランス 5%

13%
世界平均

エンゲージメントと満足度の高いワーカー比率エンゲージメントと
満足度が非常に高い
国別比較

調査での最高スコア
調査での最低スコア

図20 
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調査する



非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

ベルギー

44%

31% 28%

56%

28% 13%

9% 27%

17% 47%

420

ベルギー

 
6%

14%
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ベルギー ベルギー

BE



23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

23%

37%

33%

8%

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-BE  

 

図2-BE  

 

図3-BE  

 

グローバル貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

ベルギー

 

 

ベルギーの職場環境

特記
オープンな執務スペースのオフ
ィスが世界でも3番目に多い。

32%

32%

37%

21%

36%

 27%

16%

69%

75%

45%

28%

16%

ベルギーは、世界でも最もオープンな執務スペースを採用し
ている企業が多く、場所に縛られずに働くノマドワーカーの
数も世界平均の2倍もいる。

ベルギーの典型的なオフィスレイアウトは、完全にオープンな
執務スペースか、全てが個室、またはその両方の組み合わせ
が多い。大部分のワーカーは個室または共有個室で働いて
おり、ノマドワーカーの数は世界で3番目に多い。

ベルギーは人口密度が高く、人口が都市に集中しているた
め、ワーカーのモバイル化が普及し、遠隔ワークも積極的に
推進されている。しかし、世界平均に比べて集中ワークや休
息がとれる補完的なスペースが十分に提供されていないとい
う声も多い。

特記
会議室や社員食堂以外は共有
スペースが限られている。

特記
半数以上のワーカーが個室ま
たは共有個室で仕事をしてい
る一方、ノマドワーカーの数は
世界で3番目に多い。

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-BE  

 

図7-BE  

 

図8-BE  

 

図4-BE  

 

図5-BE  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

従業員の能力を最大限に
引き出している

従業員の価値を認め、
尊重している

6.5

ベルギー ベルギー

 

 

特記
ワーカーの会社と職場環境両
方に対する評価は悲観的であ
る。

特記
会社の企業風土や文化のさま
ざまな側面において、その期待
値を大きく下回っている。

50%

63%

41%

56%

12% 48% 29% 8% 2%

2%

32%

66%

特記
他のヨーロッパの近隣諸国同
様、ワーカーのほぼ3分の1が
時々はオフィス外の遠隔から
仕事をしている。

特記
世界でもデスクトップコンピュ
ータの利用率が低く、ノートパ
ソコンは3番目に高い。

64%

84%

47%

41%

6%

27%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア 調査での最低スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-BE  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

ベルギー

ベルギーは世界平均に比べて、エンゲージメントが低い（「非
常に低い」と「やや低い」で46%を占める）ワーカー数が極端
に多く、その反対にエンゲージメントが「非常に高い」と「高
い」の数が少ない。平均的労働構成を抱えるベルギー企業に
とって、この結果は深刻で、早急の改善が求められる。回答者
はすべてのエンゲージメント評価基準において平均以下の
評価をしている。特に「会社の企業文化を尊重できる」と「会
社の企業戦略と方向性を支持できる」（図10-BEを参照）に対
する評価は異常に低く、会社が「従業員の価値を認め、尊重し
ている」と「従業員のウェルビーングに関心を持っている」に
対する評価は対象国の中でも最も低い国のひとつに入る。

職場環境満足度に関しても、肯定的なコメントが少なく、「簡
単に集中できる」、「邪魔されることなくチームで仕事ができ
る」に対する評価は平均よりはるかに低い。これは、完全にオ
ープンな執務スペースやノマドワーカーが多い職場環境の
中で、プライバシーを確保できるスペースを見つけるのに苦
労していることを示唆している。多くが会社のオフィスを「非個
性的」とか「見た目がよくない」とし、「革新的」や「デザインが
魅力的」（付録Lを参照）を選択した人は少ない。

その結果として、ベルギーは今日のライフスタイルに適した職
場環境という点では、対象国の中でも3番目にその評価が低
い。

ベルギーのワーカーは総じて会社が従業員のことを大切に
扱っているとは感じていない。これこそがベルギー企業の課
題であり、エンゲージメントを強化する意味でも早急の改善
が求められる。その施策としては、個人やグループが集中でき
る多彩なスペースやノマドワーカーを考慮した効率的なスペ
ースづくりなどが考えられる。また、従業員がインフォーマル
に組織のマネジメント層と交われる「ハブ」的スペースを設置
することで、従業員と組織との絆は強まり、愛着心を育て、組
織の一員としての意識をより一層高めることができる。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

14%

11%

34%

29%

14%

21%

6%

13%

特記
エンゲージメントレベルが調査
対象国の中でもが2番目に低い。

32%

26%

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル 貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-BE  

 

図10-BE  

 

ベルギーベルギー

  
44%

78%

54%

47%

79%

67%

49%

62%

51%

64%

42%

52%

59%

72%

70%

67%

69%

61%

56%

51%

50%

62%

特記
集中したり、アイデアを他者と
共有したり、帰属意識を持てる
「場」がオフィスにはないと感じ
ている。

特記
概して仕事にやりがいを感じ、
会社の中での自分の将来にも
かなり楽観的である。しかし、企
業の風土や文化を尊重し、企
業戦略や方向性を支持してい
るワーカーは非常に少ない。

調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

カナダ

38%

27% 29%

62%

24% 20%

10% 25%

23% 42%

802

カナダ

 
11%

10%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし） 

オフィススペース

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-CA  

 

図2-CA  

 

図3-CA  

 

カナダ

 

 

カナダのオフィスは、オープンな執務スペースの中にいくつ
かの個室があるのが一般的で、完全に個室で形成されたオフ
ィスは稀である。

カナダのワーカーの多く（78%）がオープンな執務スペース、
あるいはオープンな執務スペースと個室の組み合わせのど
ちらかで働いている。ワーカーのほぼ半数は開放的な執務ス
ペースで自席を持ち、比較的多く（31%）は個室で仕事をし、
その数は世界平均よりもかなり多い。これに対して、共有個室
で働いているのはわずか17%で、ワーカーの7%は自席を持
たず、モバイルで仕事をしている。これは新たな働き方として
のホットデスキングやホテリングなどといったデスクを共有
するといった世界的トレンド（37%）がカナダではさほど普及
していないことを示唆している。オープンな執務スペースのオ
フィスがいまや一般的という認識とは反対なのがカナダの現
状である。

カナダのオフィスには、ひとりで集中したり、同僚と交流した
り、あるいはプライバシーを確保できる多種多様なスペース
が設置されていることが多い。

これはカナダの多くの地域で不動産が容易に手に入るため
に、企業は多様な補完的スペースや個室を設置しやすい状
況があると思われる。

カナダの職場環境

特記
他の国々と比較して多種多様
な共有スペースが多く設けられ
ている。

特記
ヨーロッパで定着している共有
個室はカナダでは見られず、そ
の利用率は17%に過ぎない。

特記
一般的に認識されている以上
に、完全にオープンな執務スペ
ースで働くワーカーは世界平均
より多い。

25%

22%

53%

31%

17%

46%

7%

72%

55%

65%

57%

29%

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 1%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-CA  

 

図7-CA  

 

図8-CA  

 

図4-CA  

 

図5-CA  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

カナダ

従業員の能力を最大限に
引き出している

従業員の価値を認め、
尊重している

カナダ

6.5

 

 

特記
職場環境に対する評価は中程
度だが、企業文化に対しては比
較的高い評価を下している。

7%

34%

59%

特記
世界平均と比較して、遠隔で働
くワーカーの数は少ない。これ
はおそらくモバイルテクノロジ
ーの普及率が低いことが考え
られる。

特記
モバイルテクノロジーの普及率
は世界平均より低い。

21% 51% 19% 1%7%

特記
ワークカルチャーへの評価が
比較的高い。会社が「チームワ
ークやコラボレーションを推進
していること」や「従業員のウェ
ルビーングに関心を持ってい
る」に対する評価は世界でも3
番目に高い。

70%

63%

62%

54%

76%

92%

36%

31%

10%

48%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-CA  

 

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

カナダ

カナダのエンゲージメントと満足度はほぼ世界平均にある。
「どちらでもない」中間層は平均よりも多く、９項目のエンゲー
ジメント評価基準のすべてにおいて世界平均を上回る （図
10-CA）。多くのワーカーは仕事にやりがいを見出し、達成感
を感じると回答している。仕事に行くのも楽しく、会社におけ
る自分の将来を楽観視でき、今の会社が自分のライフスタイ
ルに合っていると78%が答えている。これは世界で3番目に
高い数値である。

カナダのワーカーは、「会社の情報がリアルタイムでわかる」、
「自分のアイデアを自由に表現できる」、「1日を通して異なる
スペースを動きながら仕事ができる」などの項目のスコアは
平均より高い。しかし、一方では職場環境に非常に不満を感
じており、13の職場環境満足度評価基準のうちの半分以上
で世界水準を下回っている（図11-CA、P77）。特に、「作業に
応じて働く場所を選択する」のは難しいと感じている。また、
職場が「官僚的」と答える人も多く、職場が「楽しい」、「革新
的」と感じるワーカーは少ない。

肯定的な評価をするワーカーが多い一方で、エンゲージメン
トや満足度レベルで「どちらでもない」と思えるワーカーも多
く、この層が自発的に会社に貢献する労働力を必要とする企
業にとっては将来的なリスクにもなりうる。調査では、ワーカ
ーがどこでどうやって働くかを選択し、コントロールできるよ
うになると、ワーカーの満足度レベルは向上することを示唆し
ている。仕事への自主性を高め、職場での堅苦しい雰囲気を
なくすには、オフィス内で働く場所を自由に選択できるような
多種多様なスペースを提供することで、仕事への最大限の効
果が得られるようになる。

10%

11%

35%

29%

20%

21%

11%

13%

23%

26%

特記
職場でのエンゲージメントと満
足度に関しては、「どちらでもな
い」中間層が多い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-CA  

 

図10-CA  

 

カナダカナダ

  
41%

78%

65%

52%

81%

72%

65%

69%

59%

78%

49%

56%

65%

77%

75%

73%

68%

72%

71%

67%

68%

67%

特記
ワーカーが作業に応じてオフィ
ス内のどこで仕事をするかを
選択できるオプションが平均と
比べて少ない。

特記
ほとんどのエンゲージメント評
価基準、特に、「自分の会社を
推薦できる」におけるスコアが
高い。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

中国

55%

64% 6%

45%

29% 1%

22% 37%

24% 17%

803

中国

 
10%

4%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし） 

オフィススペース

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-CN  

 

図2-CN  

 

図3-CN  

 

中国

 

 

中国のオフィスは、オープンな執務スペースと個室の組み合
わせが圧倒的である。完全にオープンな執務スペースのオフ
ィスは世界平均より多く、その数はオランダと並んで対象国
の中でも4番目である。また、個室で構成されたオフィスは世
界平均より少なく、多くのワーカーが個室を共有、またはオー
プン執務スペースの中に固定自席を持っている。個室を持つ
ワーカー数は世界平均よりかなり少なく、オランダやイギリス
と肩を並べている。

中国は他の国 と々比べて面積がはるかに広いが、人口は限ら
れた土地に集中している。そして、驚いたことに、職場内には
十分な数の補完的スペースが設置され、活力を得たり、仕事
に集中したり、同僚とつながることが比較的容易である。

中国の職場環境

特記
不動産への規制があるにもか
かわらず、オフィスには従業員
が自由に利用できる多種多彩
なスペースがあり、その数は世
界平均より多い。

特記
オープンな執務スペースが世
界平均よりも多く、ワーカーの
56%が個室または共有個室で
働いている。

特記
オープンな執務スペースと個
室の組み合わせがほとんど
で、完全にオープンな執務スペ
ースは世界水準よりも多い。

28%

24%

48%

11%

45%

 42%

2%

77%

61%

70%

67%

30%

特記

調査での最低スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク* 

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-CN  

 

図7-CN  

 

図8-CN  

 

図4-CN  

 

図5-CN  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

中国

7.0

チームワークやコラボレーションを
推進している

従業員の価値を認め、
尊重している

中国

 

 

特記
職場環境の質を高く評価してお
り、これは対象国の中でもメキ
シコとインドに次いで3番目に
高い。

7%

70%

24%

特記
モバイルテクノロジーの浸透
により、ほとんどの従業員が
時々はオフィス外から仕事をし
ている。

特記
ノートパソコンと携帯電話を従
業員に支給している企業の数
はインドに次いで2番目である。

91%

86%

51%

55%

23%

40%
24% 47% 26% 0%4%

特記
「チームワークやコラボレーショ
ンを推進している」に対しては
対象国の中で最も高い評価で、
「従業員の価値を認め、尊重し
ている」も2番目に高い。 85%

68%

70%

56%

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア
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非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
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ー
ジ
メ
ン
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-CN  

 

グローバル

中国

多くの項目で高い評価がありつつも、中国でのエンゲージメ
ントレベルには依然として問題がある。世界平均と比べてエ
ンゲージメントの低いワーカー数は少ないものの、どちらでも
ない中間層が対象国の中でも2番目に多く、1番多いオランダ
との差は僅か1%である。エンゲージメントレベルを下げてい
る要因には、総じてワーカーが会社で働くことに誇りを感じて
いる人が少なく、仕事も楽しいと感じていないことが挙げら
れる。

職場環境にはほぼ満足しており、職場を「落ち着ける」と感じ
るワーカーも多い。 その一方、「1日を通して異なるスペースを
動きながら仕事ができるか」に対しての評価は世界平均より
も低い。

いずれにしても、どちらでもない中間層は依然多く、競争力を
強化し、企業の持続的成長を望む企業にとっては油断を許さ
ない。戦略のひとつとして、ワーカーがどこでどうやって働く
かをコントロールできるようにすることが有効な手段のひと
つといえる。また、誇りを持って働きたいと思える「目的地」と
しての職場づくりも効果的である。

4%

11%

41%

29%

23%

21%

10%

13%

22%

26%

特記
エンゲージメントや職場環境
満足度で「どちらでもない」中
間層が多い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-CN  

 

図10-CN  

 

中国中国

  
70%

83%

77%

69%

74%

83%

75%

68%

76%

82%

71%

69%

80%

84%

68%

65%

75%

72%

67%

65%

74%

68%

特記
他の国 と々比べて、オフィス内の
どこで働くかの選択肢は多い。

特記
総じて個人の貢献度や同僚と
の関係について好感情を抱い
ている。しかし、会社に対しては
愛着心を持っていないことが多
く、それが全体のエンゲージメ
ントレベルを下げている。

調査での最高スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

フランス

46%

28% 29%

54%

28% 15%

10% 25%

31% 34%

824

フランス

 
5%

18%

調査での最低スコア
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし） 

オフィススペース

特記
大多数のワーカーは専用個室
または共有個室で働いている。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-FR 

 

図2-FR 

 

図3-FR 

 

フランス

 

 

フランスのオフィスは昔ながらの伝統的なオフィスが一般的
で、完全に個室で構成されたスペース、個室とオープンな執
務スペースの組み合わせに分類される。この点では隣国のド
イツと類似しており、ほとんどが個室を持つか、あるいは個室
を同僚と共有している。

ベルギー、イギリス、オランダといったヨーロッパの隣国とは
対照的に、完全にオープンな執務スペースで仕事をしている
ワーカーは4分の1以下である。しかし、近年、フランスでもノ
マド的スタイルが浸透し始めており、その数は世界平均より
も多く、今後は働き方が変化していくと思われる。

フランスの職場環境

特記
フランスのオフィスにはリフレ
ッシュエリアは不可欠で、その
他の共有スペースはそれほど
一般的ではない。

24%

37%

39%

28%

36%

 24%

12%

68%

59%

45%

53%

12%

特記
隣国のベルギーやオランダと
類似していて、ノマドワーカー
の数は世界平均を上回る。

特記

調査での最低スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-FR 

 

図7-FR 

 

図8-FR 

 

図4-FR 

 

図5-FR 

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

フランス

6.0

チームワークやコラボレーションを
推進している

従業員の価値を認め、
尊重している

フランス

 

 

特記
職場環境の質に対しての評価
は対象国の中で最も低い。職
場環境と企業文化の両方に対
しての厳しい批判が多い。

2%

19%

79%

特記
従業員がオフィス外で仕事を
する率が最も低い国である。こ
れはフランスが仕事とプライベ
ートな生活を分離し、ONとOFF
をきっちりと分けるお国柄とい
うことが考えられる。

81%

89%

29%

28%

6%

33%
45% 31% 0%12%

特記
この調査で、会社がどれだけ
従業員を大切にしているかの
評価はフランスが最も低い。

59%

68%

34%

56%

特記
ノートパソコンや携帯電話を支
給する企業が少ない国のひと
つで、伝統や慣習の伝承を重
んじる文化を象徴している。

12%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア

調査での最高スコア

調査での最低スコア
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非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-FR  

 

グローバル

フランス

フランスは多くの項目でそのスコアが低く、よってエンゲージ
メントと職場環境満足度レベルも低い。すべての調査対象国
の中でエンゲージメントの低いワーカー数が最も多く、ワーカ
ーの54%はその状況に警告を与えている。エンゲージメント
の高いワーカーはわずか5%にすぎず、低いエンゲージメント
のワーカーやその「どちらでもない」中間層との間でバランス
よく恊働するのは非常に困難と思われる。

フランスのワーカーはエンゲージメントと職場環境満足度の
すべての項目のスコアは平均以下で（図11-FR）、特に「作業
に応じて働く場所を選択できる」に対してのスコアが目立って
低い。懸念事項としては、「同僚との連帯感を感じる」、「企業
文化を尊重している」、「会社の戦略と方向性を支持している」
と感じるワーカー数が少なく、職場環境を「非個性的」と答え
る人の数も多いことである。

フランス企業にとって、エンゲージメントを強化することは急
務で、従業員が作業に応じてどこでどうやって働くかをコント
ロールでき、仕事に対してより高い意識が持てるような「場」づ
くりが必要である。それには個々にとって柔軟で最適なスペ
ースを選択できるように多種多様なスペースを提供すること
が重要となる。フランスでは、人々がカジュアルに集って繋が
りを築く「場」や会社への帰属意識をより深めるスペースを望
む声が多い。

18%

11%

25%

29%

15%

21%

5%

13%

36%

26%

特記
フランスのワーカーのエンゲー
ジメントレベルは対象国のどの
国よりも低い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-FR 

 

図10-FR 

 

フランスフランス

  
37%

74%

51%

44%

74%

68%

52%

55%

48%

58%

36%

37%

56%

69%

65%

63%

65%

57%

54%

49%

47%

49%

特記
フランスのワーカーは、仕事を
する上で制限も多く、限界を感
じるそのストレスレベルは高い。

特記
すべてのエンゲージメント値が
世界平均よりも低い。

調査での最低スコア 調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

ドイツ

44%

32% 28%

56%

26% 14%

5% 30%

21% 44%

803

ドイツ

 
12%

12%
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オフィススペース

23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

特記
個室で構成されたオフィスの数
が最も多いのがドイツである。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-DE 

 

図2-DE 

 

図3-DE 

 

ドイツ

ドイツでは個室が圧倒的である。オフィスデザインはドイツの
ベースにある文化的要素によって、オープンな執務スペース
は一般的ではない。ほとんどのワーカーが少人数のグループ
で個室を共有しながら働いている。オープンな執務スペース
の中に自席を持つワーカー率はわずか18%で、残りの少数
がノマドワーカーで、自席を持たず、オフィスのさまざまなス
ペースを動きながら働いている。

オフィスは個人の執務スペースと会議室でほぼ構成されてお
り、従業員がプライバシーを確保できたり、休息したり、運動
するためのエリアは少ない。ドイツでは建物やオフィスが従
業員のために十分な自然光が入るように設計されているの
が一般的である。

ドイツの職場環境

 

 

特記
世界平均と比べて、プライバシ
ー、休息、あるいは運動のため
のスペースがあるオフィスは少
ない。

19%

54%

27%

25%

50%

 18%

7%

70%

62%

44%

29%

15%

特記
ワーカーのおよそ4分の3が、専
用個室または共有個室で自席
を持ちながら仕事をしている。

特記

調査での最高スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

80%

86%

39%

39%

14%

35%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-DE 

 

図7-DE 

 

図8-DE 

 

図4-DE 

 

図5-DE 

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

ドイツ

6.4

従業員の自発性を奨励している 従業員のウェルビーングに
関心を持っている

ドイツ

 

 

特記
職場環境の質への評価は低
く、調査対象国の中では下から
3番目である。

特記
オフィス外で働くことがないワ
ーカー数は対象国の中でも3番
目に多い。

特記
企業サイドがエンゲージメント
を高めるような企業文化を構築
していると感じているワーカー
は少なく、その評価は平均以下
である。会社が「従業員のウェ
ルビーングに関心を持ってい
る」、「従業員の自発性を奨励し
ている」と感じるワーカーはほ
ぼ半分である。

特記
ワーカーの大多数は依然として
固定タイプのテクノロジーを使
用し、企業から支給されたノー
トパソコンを使用している率は
世界平均よりも高く、さまざまな
場所を選択しながら仕事をして
いる。しかし、一方では携帯電
話の利用率は低く、その働き方
には柔軟性がない。

80%

94%

45%

33%

9%

26%

3%

31%

67%

26% 46% 20% 0%8%

55%

62%

51%

54%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最高スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-DE 

 

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

ドイツ

ドイツのワーカーは、ヨーロッパの対象国の中で最もエンゲ
ージメントと満足度レベルが高い。しかしながら、多くのエン
ゲージメントや満足度評価基準項目において、そのスコアが
世界平均を下回っている。

ドイツでは、「職場環境を気に入っている」と答えたワーカー
数が多い （カナダと同等）。これは専用の個室や共有個室で
働いていることが多く、オープンなスペースと比べて集中しや
すく、自分のスペースをパーソナル化でき、ある程度デスク周
りをコントロールしやすい環境にいることが考えられる （付
録D参照）。

ドイツでは職場を「和気あいあい」（付録L参照）と感じるワー
カーも世界平均より多いが、「ストレスが溜まる」、「活動が制
限される」、「非個性的」と感じる人も多く、「落ち着く」、「革新
的」、「刺激を感じる」（付録L参照）人は少ない。

ドイツのエンゲージメントレベルを上げるには、企業は従業
員が自由に「場」を選択しながら働ける多種多様なスペース
を提供することである。そして、それには適切なIT戦略も不可
欠である。ドイツのワーカーの「働く場所を選択できる」と「プ
ライベートなスペースがある」に対するスコアは世界水準より
も低く、共有個室で働く多くがプライバシーを確保できるスペ
ースがないと感じている。働く場所を選べるように、多くの選
択肢を与えることで従業員は自分の仕事をコントロールし、
仕事に対してより高い意識をもつことができる。それが最終的
にはエンゲージメント向上へとつながる。

12%

11%

24%

29%

26%

21%

12%

13%

25%

26%

特記
職場での仕事の仕方に対する
スコアは世界平均にほぼ近い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-DE 

 

図10-DE 

 

ドイツドイツ

  
46%

75%

60%

56%

79%

77%

65%

62%

67%

70%

51%

46%

58%

74%

77%

66%

63%

63%

64%

59%

61%

67%

特記
ほぼすべての職場環境満足度
値は世界平均よりも低い。

特記
「仕事に行くのが楽しい」と答え
ているが、「仕事にやる気がも
てる」、「企業文化を尊重でき
る」、「仕事に達成感を感じる」
の項目は平均よりもその評価
は低い。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

インド

67%

48% 14%

33%

32% 6%

18% 53%

19% 10%

802

インド

 
28%

4%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
ほとんどのオフィスは個室と自席
のあるオープンな執務スペース
で構成されている。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-IN  

 

図2-IN  

 

図3-IN  

 

インド

 

 

インドのオフィスは、専用の個室タイプが多く、共有スペース
も適切に配置されている。

ほとんどのオフィスが個室とオープンな執務スペースの組み
合わせ（49%） で、完全な専用個室も多く（37%）、自席を持た
ない完全なオープン執務スペースはわずか14%にすぎない。
この数値より低いのはメキシコ、アラブ首長国連邦、サウジア
ラビアだけである。インドのワーカーの70%が個室または共
有個室で働いていることになる。インドの独特の文化的規範
から、例え、狭くても職場で自分のスペースがあることはステ
ータスで、企業にとっては有効な戦略である。そのことが従業
員の帰属意識を高め、職場環境満足度の高さに反映されて
いると考えられる。

インドは世界でも人口密度が最も高い国のひとつで、職場は
日常的な混雑から離れることができる天国のような「場」とし
て捉えられているところもある。実際にインドのワーカーの
73%は職場を「リラックスして落ち着ける」と感じていて、他の
国 と々比べてもそのスコアはかなり高い（付録L参照）。 

インドのオフィスには会議室や社員食堂などの共有スペース
も適切に配置されている。また、スポーツエリアや運動施設の
設置率も43%と高い（世界平均は22%）。

インドのワーカーの職場環境に対する評価が高いことは特
筆すべき点である。しかし、インドの職場が他の国々と比べて
決して洗練されていないことを考えると、これはインドのワー
カーの多くの生活レベルが決して高くないからであると思わ
れる。 

インドの職場環境

特記
インドのワーカーは職場に設置
された様々なスペースを高く評
価している。

14%

37%

49%

29%

41%

 27%

3%

83%

82%

71%

62%

43%

特記
個室および共有個室がオープン
な執務スペースやノマドスペー
スよりも一般的である。

特記

調査での最高スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-IN  

 

図7-IN  

 

図8-IN  

 

図4-IN  

 

図5-IN  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

インド

7.4

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

従業員の価値を認め、
尊重している

インド

 

 

特記
職場環境を非常に高く評価して
いる。インドよりさらに高い評価
をしているのはメキシコである。

20%

55%

25%

特記
オフィス外で仕事をする頻度は
他の国々より多い。

84%

87%

56%

64%

27%

56%
46% 12% 0%4%

特記
企業文化のあらゆる側面で世
界平均よりもかなり高い評価を
与えている。

79%

54%

80%

56%

特記
会社が支給するモバイルテクノ
ロジーの利用率はどの国よりも
高い。

 37%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最高スコア調査での最高スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-IN  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

インド

インドのワーカーは、この調査対象国の他の国々のワーカー
と比べて、エンゲージメントや職場環境満足度レベルが圧倒
的に高い。総じて仕事に行くのが楽しく、企業文化を尊重し、
同僚との連帯感も感じ、オフィスを「革新的」（付録L参照）で
あると感じるワーカーも多い。問題点があるとすると、従業員
が1日を通してオフィス内を動きながら仕事ができるように考
慮されていないことである。 

評価が高いのには急成長を遂げるインドの事情がある。イン
ドのように人材争奪戦が激化し、人材が流動的な市場では、
好ましい人材を引きつけ、確保し、自発的な意欲を持たせ、最
終的に企業成長につなげるには魅力的な職場環境づくりが
極めて有効な施策として捉えられている。

特にグローバルに事業を展開する企業は、このことを念頭に
従業員の意識や行動をカタチづくるように職場環境をデザイ
ンすることで、企業ブランドや文化を強化しようと試みてい
る。また、Steelcaseがインドで実施した行動観察調査では、ワ
ーカーはより高度なプライバシー、自席近くや大人数でのカ
ジュアルなミーティングやコラボレーションの「場」を求めて
いることが明らかになった。例え、狭くても、企業は多種多様
なスペースをオフィス内に設置し、従業員により柔軟な選択
肢とコントロールを与えることが企業の競争力を高める意味
でも重要である。

4%

11%

27%

29%

25%

21%

28%

13%

16%

26%

特記
他のどの国よりエンゲージメン
ト値は高く、エンゲージメントの
低いワーカー数は最も少ない。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-IN  

 

図10-IN  

 

インドインド

  
69%

82%

81%

79%

76%

78%

80%

81%

78%

78%

67%

73%

77%

88%

85%

83%

83%

82%

80%

85%

82%

82%

特記
「1日を通して異なるスペースを
動きながら仕事ができる」という
項目以外はすべての職場環境
満足度値で世界平均を上回る。

特記
すべてのエンゲージメント値は
世界平均を圧倒的に上回り、
調査対象国の最上位にいる。

調査での最高スコア調査での最高スコア

116 117STEELCASE グローバルレポート   |   世界のエンゲージメントと職場環境実態

インド インド

IN



非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

メキシコ

52%

48% 16%

48%

30% 6%

6% 15%

29% 50%

796

メキシコ

 
22%

6%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
圧倒的にオープンな執務スペー
スと個室の組み合わせである。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-MX  

 

図2-MX  

 

図3-MX  

 

メキシコ

 

 

ほとんどのメキシコのオフィスはオープンな執務スペースと個
室の組み合わせである。自席を持たない完全なオープン執務
スペースは企業のわずか10% （図1-MX参照）で、これは世界
平均以下である。ほとんどのワーカーが個室を共有するか、オ
ープンな執務スペースの中に自席を持っていて、ノマド的な
働き方も少ない。組織の中のヒエラルキーは依然としてワーク
カルチャーの重要な要素であるが、専用個室を持っているワ
ーカー数は世界平均をわずかに下回る20%にしか満たず、今
後はおそらく世界の動向へとシフトすると予想される。

メキシコは世界平均に比べてリフレッシュエリアや会議室な
どの共有スペースを設置しているオフィスが少ない。総じて職
場環境に対して好感情を示しているが、個人の執務スペース
にはあまり関心がなく、オフィス家具やスペースのサイズに関
しては世界平均よりもその評価は低い （付録K参照）。職場環
境が「刺激的」であると感じるワーカーは平均よりも多く、「非
個性的」と感じるワーカーは少ない （付録L参照）。

メキシコの職場環境

特記
「十分な数の会議室」を持つオ
フィスが最も少ない。また、個室
やリフレッシュエリア、休息でき
るスペースの設置率は世界平
均以下である。

10%

27%

63%

20%

39%

36%

5%

60%

74%

50%

32%

22%

特記
ワーカーの大多数は個室また
は共有個室で仕事をしている。

調査での最低スコア

調査での最高スコア
調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-MX  

 

図7-MX  

 

図8-MX  

 

図4-MX  

 

図5-MX  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

メキシコ

7.5

従業員の能力を最大限に
引き出している

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

メキシコ

 

 

特記
職場環境の質に対するスコア
は調査対象国の中で一番高い。

10%

23%

67%

特記
大多数は仕事をするのはオフィ
スに限られる。オフィス以外で
仕事をしたことがないワーカー
数は67%にのぼり、その数は
世界で4番目に多い。

78%

77%

40%

47%

19%

41%
35% 41% 19% 0%5%

特記
会社の従業員への扱い方に対
して高い評価をしており、調査
対象国の中でもそのスコアは
高い。

71%

63%

59%

54%

特記
会社が支給するモバイルテクノ
ロジーの利用率はどの国よりも
高い。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最高スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-MX  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

メキシコ

メキシコのワーカーは、対象国の中でも最もエンゲージメント
が高い国のひとつである。ほぼすべてのエンゲージメント値
は世界平均を上回り、多くが職場環境にも非常に満足してい
る。実際、メキシコよりもエンゲージメント値が高いのはインド
だけである。メキシコのワーカーの81%が「仕事に行くのが
楽しい」と答え、78%が仕事に満足し、職場環境を「刺激的」と
答える人の数も多い（付録L参照）。

好感情な回答が多い中、「同僚との連帯感」は世界平均より
低く、「チームワークやコラボレーションを推進している」に対
する評価も低い。

調査では十分な数の会議用スペースやその他の共有スペー
スがないということが明らかになっている。このことがコラボ
レーションを困難にし、同僚との信頼関係を構築しにくい環
境にしていることが推測される。メキシコでも経済が発展し、
グローバルに事業展開をする企業が増えるにつれ、従業員を
チームとして効果的かつ効率的に働かせることがこれまで以
上に重要になってくる。企業はその対策として、コラボレーシ
ョンをサポートする多様なスペースづくりに取り組むべきで
ある。

6  

11%

24%

29%

22%

21%

22%

13%

25%

26%

特記
ワーカーの44%はエンゲージ
メントも職場環境満足度も高く、
そのスコアは調査対象国の中
でも上位にはいる。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-MX  

 

図10-MX  

 

メキシコメキシコ

  
54%

77%

75%

64%

82%

81%

74%

69%

65%

68%

66%

65%

76%

73%

81%

74%

70%

78%

70%

66%

58%

64%

特記
総じて職場環境に満足しており、
ほとんどの職場環境満足度値
で世界平均を上回っている。

特記
ほとんどすべてのエンゲージメ
ント値で世界平均を上回る。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

オランダ

52%

25% 31%

48%

29% 15%

9% 30%

24% 37%

407

オランダ

 
7%

5%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
オープンな執務スペースを共
有するという点からは世界をリ
ードしているが、依然として完全
な個室で構成されたオフィスも
多く存在する。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-NL  

 

図2-NL  

 

図3-NL  

 

オランダ

 

 

オランダでは、オフィスに新たな戦略を採用しているオフィス
が多い。

調査対象国の中でも、オランダは最も先進的なオフィスが多
く、そのオフィスレイアウトは多種多様で、オープンな共有ス
ペースやオフィス内のモバイル化では間違いなく世界をリー
ドしている。固定自席を持たないモバイルワーカーの数は世
界で最も多いが、同時に、企業の3分の1以上 （36%） のオフ
ィスは依然として完全に個室で構成されている。

オランダのオフィスは機能と柔軟性を併せ持ち、公平なレイ
アウトデザインが貫かれている。ワーカーの94%はオフィスへ
の自然光が取り入れられていると答え、これは最も高いドイ
ツに匹敵し、86%は自分の作業に合わせて家具を調整できる
と答えている。健康と安全に厳しいオランダでは、自然光への

配慮、雑音防止、サポート力の高い人間工学が網羅され、オフ
ィスでのウェルビーングが法規制として整備されている。しか
し、個人の執務スペースのパーソナル化は世界平均以下であ
る。これはおそらく固定自席がないワーカーが多いことが原
因であると考えられる （付録D参照）。

オランダは、オフィス内に個人での集中ワークやソーシャル
な交流を適切にサポートする多種多様な共有スペースが設
置されている国のひとつである。しかし、気晴らしや休息のた
めのスペースは少ない。これはオランダが小国で不動産が限
られていることと、かつ自転車で通勤するのが定着しているオ
ランダの事情が影響している。

オランダの職場環境

特記
集中ワークやソーシャルな交流
をサポートする補完的スペース
が他の国々に比べて多い。

28%

36%

36%

11%

40%

27%

22%

74%

80%

64%

35%

19%

特記
オフィス内で固定自席を持た
ないモバイルワーカーの数は
オランダが世界で最も多い。

調査での最低スコア

調査での最高スコア
調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-NL  

 

図7-NL  

 

図8-NL  

 

図4-NL  

 

図5-NL  

 

グローバル

国別平均は10ポイントの尺度で6.0から7.5ポイントの範囲です。

オランダ

6.8

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

従業員の能力を最大限に
引き出している

オランダ

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
平均を上回っている。これは企
業や職場環境の期待度が高い
ことを反映している。

3%

32%

65%

特記
モバイルテクノロジーの普及率
は高いが、仕事は依然としてオ
フィスが主流である。まったくオ
フィス外から仕事をしたことが
ないワーカーは平均よりも多い。

19% 50% 22% 3%6%

特記
多くのワーカーは会社が「従業
員のウェルビーングに関心を持
っている」と感じながら、一方で
は「従業員の能力を最大限に
引き出している」とは感じていな
いワーカーも同じぐらいいる。 60%

54%

58%

63%

特記
デスクトップパソコンと固定電
話の数は他国と比較してはるか
に少ない。モバイルテクノロジー
が普及しているため、オフィスで
も高度なモバイル化が可能で、
先進的で秀逸な共有スペース
が多い。

74%

70%

39%

47%

11%

31%

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-NL  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

オランダ

総じてオランダのワーカーは、職場環境にあまり満足しておら
ず、エンゲージメントレベルも世界平均より低く、エンゲージメ
ントが非常に高いワーカー数は平均以下である。しかし、同時
にエンゲージメントが非常に低いワーカー数も平均以下であ
る。特にオランダのワーカーは、「仕事に行くのが楽しい」、「仕
事にやる気が持てる」、「仕事に達成感を感じる」といったスコ
アが非常に高い。しかし、一方で、「会社への帰属意識を持て
る」といった項目は平均より低い。また、「個人やチームでの仕
事を共有できる」、「邪魔されることなくコラボレーションでき
る」といった項目は平均より低い（図6-NL参照）。職場環境が
気に入っているというワーカーの数は世界平均に近いもの
の、オフィスのデザインが「魅力的」と答える人は少なく、逆に
「見た目がよくない」と感じる人のほうが多い （付録L参照）。

また、オランダはエンゲージメントと満足度レベルが「どちら
でもない」中間層が対象国の中で最も多い。これはオランダ
の社会的規範とワーカーの期待度が平均より高いからと理
由づけることも可能だが、仕事や会社に対する従業員の態度
や意識というものを改めて考える必要があることを示唆して
いる。

エンゲージメントを高める戦略として、企業は同僚同士や会
社とのつながりを強化するために、コラボレーションのため
の多種多様なスペースづくりが有効である。アイデアや仕事
の進捗状況の共有を可能にし、チームが邪魔されることなく、
仕事に打ち込める「場」の創造が極めて重要になる。

5%

11%

42%

29%

20%

21%

7%

13%

25%

26%

特記
エンゲージメント値は世界平均
よりも低く、職場環境にも満足し
ていない。エンゲージメントと
満足度両レベルが「どちらでも
ない」中間層が対象国の中で
一番多い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-NL  

 

図10-NL  

 

オランダオランダ

  
52%

79%

70%

57%

83%

79%

73%

69%

59%

70%

63%

63%

64%

76%

81%

71%

79%

78%

65%

64%

62%

63%

特記
非常に先進的な職場環境戦略
を採用しているにも関わらず、
オフィス内のどこで仕事をする
かの選択肢は決して多くはな
く、世界平均より若干上である。

特記
ほとんどすべての評価基準に
おいて世界平均を上回る。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職 

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

ポーランド

44%

42% 20%

56%

30% 8%

4% 27%

24% 45%

832

ポーランド

 
13%

11%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
完全にオープンな執務スペー
スはわずか5分の1である。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-PL  

 

図2-PL  

 

図3-PL  

 

ポーランド

 

 

ポーランドのオフィスでは、未だ伝統的な個室スタイルが根
強い。オフィスの多くが個室、または個室とオープンな執務ス
ペースの組み合わせである。ほとんどのワーカーが共有個
室で仕事をし、オープンな執務スペースの中に固定自席が
あるワーカーは4分の1以下である。チーム専用スペース、気
晴らしや休息、エネルギーを補給したり、プライバシーを確保
できるスペースを設置しているオフィスは決して一般的では
ない。また、カフェテリアや社員食堂があるオフィスも少ない 

（図3-PL参照）。

ポーランドのワーカーは「職場環境が気に入っている」に対し
てはほぼ世界平均で、オフィスのデザインが「魅力的」と答え
る人は少なく、「ストレスが溜まる」（付録L参照）と答える人が
多い。

ポーランドの職場環境

特記
様々なタイプの共有スペース
が世界平均に比べて少ない。

20%

40%

41%

26%

45%

23%

6%

64%

42%

42%

19%

13%

特記
大多数のワーカーは個室また
は共有個室で働いている。

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

調査での最高スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-PL  

 

図7-PL  

 

図8-PL  

 Ｚ

図4-PL  

 

図5-PL  

 

グローバル

国別平均は10ポイントの尺度で6.0から7.5ポイントの範囲です。

ポーランド

6.2

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

従業員の能力を最大限に
引き出している

ポーランド

 

 

特記
職場環境の質に関しては調査
対象国の中でも評価が低く、さ
らに評価が低い国はフランスと
サウジアラビアである。

6%

34%

60%

特記
仕事は主にオフィスで行われ、
モバイルテクノロジーの利用率
は平均よりも高い（上記参照）。
これは企業がオフィス内での
モバイル化を積極的に奨励し
ていることを示唆している。

76%

82%

42%

47%

12%

19%
17% 52% 22% 2%7%

特記
企業文化に関連するすべての
項目で世界平均を大きく下回る。
また、「従業員の能力を最大限に
引き出している」に対しては対象
国の中でも2番目に低い （ベル
ギーと同等）。 42%

54%

51%

63%

特記
オフィスでのモバイルテクノロ
ジーの利用率は世界水準より
高いが、依然として固定タイプの
テクノロジーが一般的である。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-PL  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

ポーランド

エンゲージメントと満足度の全体評価は世界平均に近いが、
ほぼすべてのエンゲージメント値は平均以下で改善の必要
性がある。注目すべきは、「会社での自分の将来を楽観視し
ている」に対しては、全17か国中最下位である。また、「自分
の会社を推薦できる」、「同僚との連帯感を感じる」に対して
は、ロシアと並んで最も評価が低い （図6-PL参照）。また、「簡
単に情報や功績を共有できる」に対しても平均以下である 

（図6-PL参照）。

しかし、これらの否定的要素も、職場環境に対しての肯定的
意見によって、全体の評価は極端に偏ることはない。この点
に関しては、ポーランドとその隣国であるロシアは特異の存
在である。なぜなら、職場環境満足度がエンゲージメントレベ
ルよりも高いからである。ポーランドの企業は、エンゲージメ
ント向上への施策として、この二分性をさらに探る必要性が

ある。「同僚との連帯感を感じる」に対する評価は低いが、「会
社への帰属意識を持てる」という点では高い。

高い教育を受けた野心のある人材を確保したいポーランド
の企業にとって、従業員が会社での存在価値を認められてい
ると感じ、かつ会社の繁栄のために意味のある貢献をしてい
ると感じることができるような方法を見出すことが重要であ
る。それには経営層や同僚がカジュアルに集い、コラボレーシ
ョンしながらプロジェクトを遂行でき、会社の情報をリアルタ
イムで共有できる「場」、そして、自分をリフレッシュさせるため
の「場」を創ることである。これらの「場」は従業員が働きたい
と思える「場」になり、会社への愛着心や誇りを育て、最終的
には従業員のエンゲージメントレベルの向上につながる。

11%

11%

31%

29%

18%

21%

13%

13%

27%

26%

特記
エンゲージメントと満足度レベ
ルでほぼ世界平均である。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-PL  

 

図10-PL  

 

ポーランドポーランド

  
50%

73%

68%

57%

82%

79%

68%

60%

54%

67%

53%

72%

61%

68%

61%

59%

58%

56%

50%

56%

53%

44%

特記
ほとんどの職場環境満足度値
は世界平均に近い。そして、仕
事場で「リラックスして落ち着け
る」と答えるワーカーも多く、その
数はインドより僅かに少ない。

特記
すべてのエンゲージメント値で
世界平均以下で、いくつかは調
査対象国の中でも最下位である。

調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職 

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

ロシア

38%

39% 27%

62%

25% 9%

12% 35%

28% 25%

808

ロシア

 
10%

11%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
完全に個室で構成されている
オフィスがロシアよりも多い国
はトルコとドイツだけである。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-RU  

 

図2-RU  

 

図3-RU  

 

ロシア

 

 

ロシアでは昔ながらのオフィスが依然根強い。ほとんどのオ
フィスが完全な個室か、オープンな執務スペースと個室の組
み合わせで構成されている。

ロシアのワーカーの圧倒的多数が個室 （22%） か、同僚との
共有個室 （49%） で仕事をしている。しかしながら、グローバ
ル企業や先進的なロシア企業が率先して新しい働き方を採
用していることから、そのオフィスも進化を遂げている。すべ
て個室というオフィスは対象国の中でも3番目に多く、多くの
企業は個室とオープンな執務スペースの組み合わせを採用
している。ワーカーの多くは固定自席を持ち、ノマドワーカー
の数はわずか2%である。

ロシアには、ソーシャルな交流をサポートするハブ的スペー
スやプライベートスペース、あるいは休息や気晴らし、運動の
ためのスペースといった共有スペースを従業員に提供してい
る企業はほとんどない。

広大な領土にもかかわらず、モスクワなどの大都市での不動
産価格は高騰している。ロシアでは、未だに長い廊下づたい
に個室が並び、職位やヒエラルキーによってそのスペースの
サイズや場所が決定されている。この昔ながらのオフィスに
オープンな執務スペースが定着することで、企業はコストを
削減でき、オフィスが変貌を遂げるチャンスが到来する可能
性も高い。

ロシアの職場環境

特記
プライベートスペース、ソーシャ
ル交流のためのハブ的スペー
ス、あるいは休息や気晴らし、
運動のためのスペースなどを
設置しているオフィスは少ない。

16%

40%

44%

22%

49%

26%

2%

68%

57%

39%

28%

19%

特記
中国と並んでノマドワーカーが
最も少ない国のひとつである。

調査での最高スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-RU  

 

図7-RU  

 

図8-RU  

 

図4-RU  

 

図5-RU  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

ロシア

6.6

従業員の健康と安全を
重要視している

従業員の価値を認め、
尊重している

ロシア

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
ほぼ世界平均である。

7%

38%

55%

特記
遠隔ワークはわずかで、世界平
均とほぼ同じである。

91%

89%

22%

28%

6%

25%
15% 43% 30% 1%11%

特記
総じて企業文化に対しては好
評価ではなく、会社が「従業員
の健康と安全を重要視してい
る」に対する評価は対象国の中
でも最下位である。 44%

62%

49%

56%

特記
企業がノートパソコンや携帯
電話を従業員に支給する率は
世界で最も低い。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最高スコア
調査での最低スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-RU  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

ロシア

ロシアのワーカーのエンゲージメントと職場環境満足度の両
レベルは世界平均に近い。しかし、主要なエンゲージメント値
は世界平均を下回り、「仕事に行くのが楽しい」と答えたワー
カーは51%に留まる。これは世界平均よりも20ポイント低く、
ロシアのワーカーと世界の他の国々のワーカーとの間には大
きなギャップがある（図10-RU参照）。ポーランドと同様に、「同
僚との連帯感を感じる」や「自分の会社を推薦できる」といっ
た項目ではその評価は最も低い。しかしながら、「会社への帰
属意識を持てる」と答えるワーカー数は多い（図11-RU参
照）。 

ポーランド同様、これらの否定的要素も、職場環境への肯定
的意見によって、全体の評価は極端に偏ることはない。個人
の執務スペースに対しては比較的満足している回答が多いが、
「職場環境を気に入っている」かというとそうでもない（図
7-RU参照）。その他の懸念事項としては、会社のリアルタイム
の情報にアクセスしにくいと感じる人も多く、これはロシアの
ワーカーが半分程度しか自分の将来に対して楽観視していな
い要因のひとつとも考えられる（図10-RU参照）。 

これらの調査結果は、ロシアの企業が従業員との良好な関
係を構築し、職場環境にカジュアルで前向きな雰囲気を持ち
込む必要があることを示唆している。戦略として考慮すべき点
は、従業員が働きたいと思える魅力的なスペース、従業員が
集い、交流し、コラボレーションできる「場」づくりである。そし
て、こうしたスペースを介して、企業ブランドや会社としての方
向性を従業員に伝達していくことも極めて有効である。

11%

11%

26%

29%

25%

21%

10%

13%

28%

26%

特記
職場環境に対する感情は複雑
で、そのエンゲージメント値が
世界平均に比べてわずかに高
いワーカーと低いワーカーの両
方が同等にいる。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-RU  

 

図10-RU  

 

ロシアロシア

  
51%

79%

66%

62%

75%

78%

73%

68%

66%

61%

59%

49%

65%

68%

51%

60%

65%

57%

50%

50%

55%

52%

特記
職場環境に関するほとんどの
測定値はほぼ世界平均で、仕
事場で「リラックスして落ち着け
る」に対しては世界平均よりも
はるかに低い評価をしている。

特記
総じてエンゲージメントレベル
は極端に走らず、すべてのエン
ゲージメント値において世界
平均よりも低い。

調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職 

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

サウジアラビア

85%

63% 7%

15%

30% 0%

5% 12%

29% 54%

450

サウジアラビア

 
18%

22%

158 159STEELCASE グローバルレポート   |   世界のエンゲージメントと職場環境実態

サウジアラビア サウジアラビア

SA



23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
完全にオープンな執務スペー
スを持つオフィスの数は他の
国 と々比べて最も少ない。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-SA  

 

図2-SA  

 

図3-SA  

 

サウジアラビア

 

 

サウジアラビアのオフィスは、依然として昔ながらのレイアウ
トが一般的である。企業の管理職と取締役役員は専用の個
室を持ち、ほとんどのワーカーは共有個室で仕事をしている。
現在のところ、オープンな執務スペースを採用している企業
は少ない。完全にオープンな執務スペースはわずか8%のみ
で、この数字は他の国々よりもはるかに少ない。サウジアラビ
アではその特有な文化的規範によって、男女が混在しながら
働くことはない。これは個室が支配的になる要因のひとつで
あると思われる。

会議室、ソーシャルに交流するハブ的スペース、カフェテリア/

社員食堂などといった共有スペース、あるいは集中ワークや
休息のためのプライベートスペースといったものは、他国に
比べて一般的ではない。

サウジアラビアの職場環境

特記
多くのワーカーが、自席以外で
仕事ができる多様なスペースは
オフィスにはないと答えている。

8%

39%

53%

21%

56%

16%

7%

60%

55%

42%

33%

21%

特記
オフィスは個室と共有個室が
一般的である。

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22%

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?：
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-SA  

 

図7-SA  

 

図8-SA  

 

図4-SA  

 

図5-SA  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

サウジアラビア

6.1

従業員の自発性を
奨励している

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

サウジアラビア

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
調査対象国の中でも下から2番
目で、さらに下回るのはフランス
だけである。

9%

22%

69%

特記
遠隔ワークは非常に珍しく、さ
らに珍しい国はフランスだけで
ある。

87%

80%

24%

28%

23%

24%
31% 36% 18% 2%13%

特記
企業文化に関連するすべての
評価基準は平均以下である。こ
れは企業サイドと従業員の間
に意識の格差があることを示
唆している。 49%

62%

39%

54%

特記
モバイル機器が会社から支給
されることは珍しく、多くのワー
カーは私用のパソコンを仕事
で使用している （付録D参照）。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-SA  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

サウジアラビア

サウジアラビアには、従業員のエンゲージメントと職場環境
満足度が分極化するワークカルチャーが存在している。非常
に高い/高いエンゲージメントと満足度を持つワーカーは
39%（世界平均より5%高い）で、これとは対照的に、非常に低
い/低いエンゲージメントと満足度をワーカーは46%に達し、
世界平均の37%をはるかに超える。さらに、非常に低いエンゲ
ージメントと満足度のワーカー数は世界平均の倍にもおよび、
この層が企業成長を阻む原因になっている可能性は高い。

特に懸念すべき点は、「従業員の自発性を奨励している」と答
えるワーカーは49%にしか達していない。また、ほぼ半数 

（47%） は「会社が自分に適していない」、「自分のライフスタ
イルに合っていない」と答えていて、これは従業員の離職につ
ながりかねない。

サウジアラビアの企業が直ちに注力すべきことは、自席のサ
イズ、スペースの配置、家具、周囲の雑音レベル、パーソナル
化に関する回答への対策を講じることである。 （付録DとK参
照）。また、「チームワークやコラボレーションを推進している」
への評価は平均以下で、会社が「従業員のウェルビーングに
関心を持っている」とも感じていない。これには、相互交流を
促進するスペースや休息や気晴らしといったエリアを設置す
ることも有効である。

22%

11%

16%

29%

21%

21%

18%

13%

24%

26%

特記
世界でも最もエンゲージメント
の高いワーカーと最も低いワー
カーが分極化している国のひと
つである。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-SA  

 

図10-SA  

 

サウジアラビアサウジアラビア

  
52%

69%

 71%

59%

69%

76%

61%

60%

51%

54%

58%

40%

67%

78%

70%

70%

73%

59%

60%

65%

82%

59%

特記
職場環境に対する感じ方は多
様である。「プロジェクトや功績
を共有ができる」や「リラックス
して落ち着ける」などへの評価
の低さは懸念事項として挙げら
れる。

特記
ほとんどのエンゲージメント値
は世界平均かそれを少し上回
る。「自分の会社を推薦できる」、
「仕事に達成感を感じる」に対し
ては世界平均よりも低い。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

南アフリカ

47%

46% 18%

53%

31% 5%

9% 22%

26% 43%

802

南アフリカ

 
19%

10%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
個室で働くワーカー数は世界
平均よりも少ない。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-ZA  

 

図2-ZA  

 

図3-ZA  

 

南アフリカ

 

 

南アフリカのオフィスは、他のどの国よりもオープンな執務ス
ペースが多く、イギリスに次いで2番目である（世界的な比較
については付録A参照）。ワーカーの多くがオープンな執務ス
ペースで自席を持ちながら働いている。アメリカ、カナダ、イギ
リス、スペインと並んで、南アフリカのおよそ半分がオープン
な執務スペースの中に自席を持つ。興味深いことは、これら
の国々のワーカーの大部分がオープンな執務スペースのオフ
ィスで働きながらも、職場環境に対する満足度は高い （付録
N参照）。これはおそらく、オープンなレイアウト自体ではな
く、それがどのようにデザインされ、配置されるかが、満足度
の高さに影響していると思われる。

南アフリカのほとんどのオフィスは共有スペースを持ち、プラ
イバシーの確保や同僚との交流が適切に配慮されている。こ
の一連のスペースが満足度の評価基準の高さに影響を与え
ていると推定される（図11-ZA参照）。しかし、カフェテリアや
社員食堂があるオフィスは意外と少ない。

南アフリカの職場環境

特記
会社に会議室、プライベートオ
フィス、休息、気晴らし、リフレッ
シュのためのスペースがあると
答えるワーカーは多い。

36%

18%

46%

25%

24%

44%

7%

75%

51%

55%

53%

17%

特記
他の国々と比較して、共有個室
で働く人は比較的少ない。

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-ZA  

 

図7-ZA  

 

図8-ZA  

 

図4-ZA  

 

図5-ZA  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

南アフリカ

6.6

従業員の健康と安全を
重要視している

従業員の自発性を
奨励している

南アフリカ

 

 

特記
職場環境の質に関してはほぼ
世界平均である。

29%

40%

31%

特記
世界標準と比較してはるかに多
いワーカーがオフィス以外の遠
隔から仕事をしている。これが
可能なのはおそらく南アフリカ
のワーカーの63%が私用の機
器を仕事で使用していることが
考えられる （付録D参照）。

73%

90%

42%

32%

13%

39%
27% 47% 18% 0%8%

特記
企業文化の評価基準で世界標
準を超えている。

73%

62%

72%

62%

特記
デスクトップコンピュータを使
用するワーカー数は世界平均
より少なく、ノートパソコンを使
用している数は世界平均より若
干多い。将来はワーカーのさら
なるモバイル化が予想される。
しかし、固定電話の使用率も高
く、携帯電話は少なく、機器の
オプションは限られている。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最高スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-ZA

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

南アフリカ

南アフリカのワーカーは総じて仕事環境に好感情を抱いて
おり、それが平均よりも高いエンゲージメントにつながってい
る。エンゲージメントが非常に高いワーカー数は対象国の中
でも4番目で、会社で働くことに誇りを持ち、その企業文化の
価値を認め、その企業戦略や方向性を支持している。職場環
境満足度に関しても、オフィスで「作業に応じて働く場所を選
択できる」という項目を除いたすべての評価基準において世
界平均よりも上である（図11-ZA参照）。この項目を改善する
ことで全体の満足度レベルがさらに向上すると同時に、オフ
ィスを離れ、外で仕事をする従業員の数も減らすことができ
る。

多くのプラスの面がある一方、改善の余地も多い。会社情報
へのアクセスは非常にしやすい環境でありながら、その他の
多くの項目は世界平均をわずかに上回っているだけである。
モバイル機器を支給することで、従業員はつながりながらオ
フィス内のさまざまな場所で仕事ができる。また、企業はコラ
ボレーション、ソーシャルな交流、気晴らしや休息、個人の集
中ワークといった広範囲にわたるスペースを提供しやすくな
る。これは従業員により多くの選択肢とコントロールを与える
ことになり、それが彼らのエンゲージメントを強化することに
なる。

10%

11%

26%

29%

25%

21%

19%

13%

20%

26%

特記
世界の対象国の中でも4番目
という最もエンゲージメントと
満足度が多いワーカーの国に
はいる。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-ZA  

 

図10-ZA  

 

南アフリカ南アフリカ

  
50%

76%

70%

61%

81%

78%

66%

68%

66%

82%

63%

66%

72%

78%

75%

76%

70%

69%

69%

72%

74%

62%

特記
ワーカーの50%が「作業に応じ
て働く場所を選択できる」と答
え、これが職場環境満足度に
おいて世界平均を下回ってい
る唯一の項目である。

特記
ほぼすべてのエンゲージメント
値は世界平均よりも上である。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

スペイン

48%

34% 24%

52%

32% 10%

5% 29%

18% 48%

803

スペイン

 
7%

15%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
オープンな執務スペースと個
室の組み合わせからなるオフィ
スが多く、この点では他のヨー
ロッパの調査対象国をリードし
ている。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-ES  

 

図2-ES  

 

図3-ES  

 

スペイン

 

 

スペインのオフィスの51%はオープンな執務スペースと個室
の組み合わせで、ヨーロッパの調査対象諸国の中でもその
比率は最も高い。また、完全にオープンな執務スペースで構
成されたオフィスは個室で構成されたオフィスよりも多く、ワ
ークスタイルの変化を示唆している。専用個室は依然として企
業の管理職にとっては重要な要素ではあるが、スペインのワ
ーカーの半数以上はオープンな執務スペースの中に自席を
持つか、ノマド的に働いている。そして、使用家具はベンチデ
スクが定着している。 

スペインのオフィスは世界平均と比べて、個室、来客やモバイ
ルワーカーのためのミーティングスペース、休息や気晴らしな
どの共有スペースが少ない。

スペインの職場環境

特記
世界平均と比べて共有スペー
スが少ない。

26%

23%

51%

18%

30%

45%

7%

68%

62%

51%

44%

16%

特記
ワーカーの大多数が、オープン
な執務スペースの中の固定自
席かノマドのどちらかで働いて
いる。

特記

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-ES  

 

図7-ES  

 

図8-ES  

 

図4-ES  

 

図5-ES  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

スペイン

6.5

チームワークやコラボレーションを
推進している

従業員の能力を最大限に
引き出している

スペイン

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
世界平均以下である。

6%

28%

66%

特記
モバイル機器の進展と遠隔ワ
ークは相関関係にあり、モバイ
ル機器の普及が遅れているた
めに遠隔ワークは定着しにく
く、そのレベルは世界平均をは
るかに下回る。

85%

85%

31%

32%

13%

37%
16% 47% 27% 0%10%

特記
文化的評価基準の多くの項目
が世界平均以下で、「チームワ
ークやコラボレーションを推進
している」や「従業員の能力を
最大限に引き出している」に対
する評価は最下位である。 47%

68%

45%

63%

特記
会社が支給するノートパソコン
や携帯電話を使用しているワー
カー数は3分の1以下である。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-ES  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

スペイン

スペインのエンゲージメントと職場環境満足度のレベルは低
く、隣国のフランスやベルギーとほぼ同等である。ワーカーの
わずか7%が非常に高いエンゲージメントを持ち、エンゲージ
メントが非常に低いワーカー数はその2倍にも及び、すべて
のエンゲージメント値において世界平均を下回る。問題は
「仕事にやる気を持てる」、「企業文化を尊重できる」、「会社の
戦略と方向性を支持できる」といった項目での評価が対象国
の中で最下位ということである（図10-ES）。 

 また、スペインはすべての職場環境満足度の値で世界平均
を下回る。「作業に応じて働く場所を選択できる」ワーカーが
ほとんどいないということは注目に値する。世界平均と比較
して、「1日を通して異なるスペースを動きながら仕事をする」
ことは難しい。会社からのモバイル機器の支給率が低いた
め、ワーカーの多くはデスクに固定され、働く場所を選択でき
る権限やコントロールはないと感じている。 

スペインのワーカーの満足度とエンゲージメント向上に向け
ての取り組みは急務である。エンゲージメントの高いワーカ
ーを確保するには、組織内の可視化やコラボレーションを容
易にする多様なスペースを設置しながら、従業員参加型の組
織づくりに取り組むことである。多くが集中し、邪魔されるこ
となくチームで仕事をするには、プライバシーをコントロール
できる必要性があると感じている。まずはこのフィードバック
を考慮することがワーカーの潜在的可能性を引き出し、新た
な変革へとつなげる不可欠なステップと思われる。

15%

11%

31%

29%

16%

21%

7%

13%

32%

26%

特記
仕事に対して非常に高い/高い
エンゲージメントを持つワーカ
ーはわずか23%で、スペインよ
り低いのはフランスだけであ
る。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-ES  

 

図10-ES  

 

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

スペインスペイン

  
38%

70%

56%

48%

65%

67%

56%

58%

47%

56%

49%

62%

62%

74%

69%

64%

55%

62%

61%

46%

42%

51%

特記
1項目を除き、すべての職場環
境満足度値が世界平均を下回
る。特に懸念されるのは、「1日
を通して異なるスペースを動き
ながら仕事ができる」では調査
の中でも評価が最低である。

特記
すべてのエンゲージメント値は
世界平均を下回る。

調査での最低スコア調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

トルコ

69%

57% 12%

31%

30% 1%

10% 26%

15% 49%

802

トルコ

 
12%

15%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
多くのレイアウトはオープンな
執務スペースと個室の組み合
わせである。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-TR  

 

図2-TR  

 

図3-TR  

 

トルコ

 

 

トルコのオフィスはその41%が依然として伝統的な個室タイ
プで、国内企業とグローバル企業の間には大きなギャップが
ある。すべてがオープンな執務スペースを持つオフィスはトル
コでは珍しく、わずか19%で、40%は個室とオープンな執務
スペースの組み合わせである。

ワーカーの大多数は個室（27%）か共有個室（47%）で仕事を
している。世界平均と比較しても、トルコの多くのオフィスが昔
と変わらない伝統的なレイアウトであることが分かる。しか
し、Steelcaseの行動観察調査によると、イスタンブールなどト
ルコの一部では、オープンな執務スペースが新たな動向とし
て見られ、コラボレーションやカジュアルな交流をサポートす
るスペースが増えている。しかし、依然としてトルコのワーカー
の大部分が集中ワークや休息や気晴らしのための共有スペ
ースはないと答えている。

トルコの職場環境

特記
集中、リラックス、気晴らしのた
めの共有スペースに対する評
価は平均以下である。

19%

41%

40%

27%

47%

20%

6%

62%

57%

32%

36%

22%

特記
ほぼ4分の3が個室または共有
個室で働いている。

特記

調査での最低スコア

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-TR  

 

図7-TR  

 

図8-TR  

 

図4-TR  

 

図5-TR  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

トルコ

6.2

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

従業員の自発性を
奨励している

トルコ

 

 

特記
職場環境の質への評価は世界
平均以下で、ポーランドと肩を
並べている。さらに低い評価は
フランスとサウジアラビアであ
る。

4%

42%

54%

特記
ほぼワーカーの半数が時々は
オフィス外から仕事をしている。
これは会社支給の携帯電話が
広く定着し、モバイル化の動き
が加速していることが考えられ
る。

78%

75%

34%

48%

15%

24%
31% 36% 22% 0%11%

特記
企業文化的側面は改善の余地
がある。

37%

54%

53%

62%

特記
ワーカーの約半数は会社が支
給する携帯電話を使用し、その
使用率は調査対象国の中でも
3番目に高い。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-TR  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

トルコ

トルコのワーカーのエンゲージメントと職場環境満足度レベ
ルはほぼ世界平均で、「どちらともいえない」中間層のワー
カーは少なく、エンゲージメントの低いワーカーが目立つ。ワ
ーカーの反応は複雑で、その仕事の仕方も広範囲にわたる。
企業文化を平均よりも高く評価している一方、他のすべての
エンゲージメント値は低い。

職場環境についてのトルコのワーカーの反応は様々である。
「ソーシャル交流やカジュアルに同僚と会話ができる」への
評価は調査対象国の中でも最も低い。一方で、オフィス内で
「作業に応じて働く場所を選べる」に対しては、共有スペース
が欠如しているにも関わらず、その評価は高い（図3-TR参
照）。これらは一見相容れない結果のように見えるが、イスタ
ンブールのような都市では、よりオープンな執務スペースへ
のシフトが起きていることも考えられる（スペインと並び3番
目に高い値）。ワーカーは総じて「職場環境を気に入ってい
る」が、オフィスを「官僚的」と表現する人も多い。また、スペー
スのサイズ、レイアウト方法、家具などの面からも、自席に満
足しているワーカーは少ない（付録K参照）。 

トルコの経済成長が期待される中、従業員のエンゲージメン
トを強化することは企業の命題で、その戦略策定は急務を
要する。例えば、仕事がはかどる個人の執務スペースや、カ
ジュアルなミーティングを介しての同僚との絆を強化するカ
フェなど、多様な共有スペースの設置が効果的である。

15%

11%

27%

29%

20%

21%

12%

13%

27%

26%

特記
エンゲージメントと満足度レベ
ルは最も低い部類に入る。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-TR  

 

図10-TR  

 

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

トルコトルコ

  
61%

61%

62%

59%

70%

73%

59%

64%

58%

63%

60%

61%

60%

72%

65%

67%

58%

62%

61%

67%

58%

54%

特記
職場環境満足度項目の4分の3
が世界平均より低く、ソーシャ
ルな交流やカジュアルな会話
ができるかどうかについてのス
コアは最も低い。しかし、「作業
に応じて働く場所を選択でき
る」に対しては世界平均を上回
っている。

特記
「企業文化を尊重できる」を除
き、すべてのエンゲージメント
値が世界平均以下である。

調査での最低スコア
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

アラブ首長国連邦

81%

65% 7%

19%

27% 1%

6% 23%

27% 44%

701

アラブ
首長国連邦

 
20%

5%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
自席のない完全なオープンな
執務スペースを採用しているオ
フィスは極わずかで、自席があ
るオープンな執務スペースや
個室の組み合わせが大部分を
占める。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-AE  

 

図2-AE  

 

図3-AE  

 

アラブ首長国連邦

 

 

アラブ首長国連邦のオフィスは、依然として昔ながらの個室
で構成された伝統的スタイルのオフィスが多い。自席のない
オープンな執務スペースを採用しているオフィスは、世界平
均の23%に比べてかなり少ない（11%）（図1-AE）。 

アラブ首長国連邦のワーカーの大部分が個室または共有個
室で働いている。世界平均（37%）に比べて52%が共有個室
で働いている（図2-AE）。

アラブ首長国連邦のワーカーの多くは「職場環境を気に入っ
ている」と答えているものの、オフィス家具、スペースのサイ
ズ、周囲の雑音レベルなどさまざまな側面における評価は平
均以下である（付録K参照）。また、会議室やソーシャル交流
といった共有スペースが欠如しており、その評価も平均を下
回る（図3-AE参照）。

アラブ首長国連邦の職場環境

特記
集中ワークや休息、気晴らしが
できる共有スペースは少なく、
その数は平均以下である。

11%

32%

57%

18%

52%

22%

8%

66%

56%

47%

37%

24%

特記
大多数のワーカーは個室を共
有しており、その数は世界平均
を上回る。

特記

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク* 

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-AE  

 

図7-AE  

 

図8-AE  

 

図4-AE  

 

図5-AE  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

アラブ首長国連邦

6.7

従業員の価値を認め、
尊重している

従業員の自発性を
奨励している

アラブ首長国連邦

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
世界平均を少し上回る。また、
「職場環境を気に入っている」
の数も多い。

16%

30%

55%

特記
モバイルテクノロジーが普及し
ていないことから、依然として、
仕事はオフィスに限られてい
る。しかしながら、世界平均の
ほぼ2倍の人が毎日オフィス外
で働いていると答えている。

83%

82%

29%

34%

22%

25%
29% 41% 18% 2%10%

特記
会社がエンゲージメントの高い
ワークカルチャーを創出してい
るかに対する評価は平均以下
である。

59%

56%

58%

62%

特記
オフィス内でのモバイル化を加
速するためのテクノロジーへの
投資が期待される。携帯電話
やノートパソコンの普及は世界
平均以下であるがタブレット端
末の利用率は比較的高い。

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-AE  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

アラブ首長国連邦

アラブ首長国連邦のワーカーのエンゲージメントと職場環境
満足度レベルは世界平均を大きく上回る。また、非常にエン
ゲージメントが低いワーカー数は世界平均以下で、ワーカー
が分極化している隣国のサウジアラビアとは際だった違いを
見せている。実際、エンゲージメントが非常に高い/高いワー
カーを合わせた数ではインドの下である。

多くのアラブ首長国連邦のワーカーが「会社の戦略や方向
性を支持している」、「同僚との連帯感を感じる」、「仕事に行く
のが楽しい」へのスコアは高いが、仕事に充実感を感じ、満足
している人は少ない。企業は仕事をもっと意義あるものにす
る方策を講じる必要がある。総じて「職場環境を気に入ってい
る」ワーカーは多く、中にはデザインが「魅力的」と答える人も
いる （付録L参照）。しかし、多くは職場環境が「プロジェクト
や功績を共有できる」と感じていないし、「会社の情報がリア
ルタイムで分かる」、仕事場を「リラックスして落ち着ける」場と
は捉えていない。

エンゲージメントを向上させるためには、企業は仕事の効果
を最大限に配慮した個人の執務スペースに焦点を当てるべ
きである。スペースのサイズ、配置、家具、周囲の雑音レベル、
パーソナル化など多くの側面での改善が急がれる。ウェルビ
ーングに対する評価も他の国々よりかなり低く、変化を加える
ことで、会社が「従業員のウェルビーングに関心を持ってい
る」と実感できるようにすることが極めて重要である。

5%

11%

19%

29%

28%

21%

20%

13%

27%

26%

特記
エンゲージメントが非常に高い
/非常に満足しているワーカー
数は対象国の中でも3番目に
多い。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-AE  

 

図10-AE  

 

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

アラブ首長国連邦アラブ首長国連邦

  
55%

72%

72%

62%

72%

76%

64%

64%

55%

61%

58%

48%

67%

78%

73%

73%

72%

64%

63%

70%

80%

62%

特記
ワーカーの半分以上は、職場
環境満足度値で世界平均を下
回り、さらなる改善が求められ
る。

特記
職場環境エンゲージメント値は、
「仕事に達成感を感じる」を除
いてはすべての項目で世界平
均を上回る。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

イギリス

46%

35% 25%

54%

25% 15%

9% 33%

20% 38%

816

イギリス

 
11%

12%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
オフィスの約半分がオープンな
執務スペースで、これは世界平
均の2倍である。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-GB  

 

図2-GB  

 

図3-GB  

 

イギリス

 

 

イギリスはオープンな執務スペースがどこよりも普及してお
り、世界平均の2倍の数のノマドワーカーがいる。

ロンドンなどの大都市では、不動産がヨーロッパでも突出し
ているためにオフィスはオープンな執務スペースが主流であ
る。イギリスのオフィスのうちの半分（49%）がオープンな執務
スペースで、その数は23%という世界平均の2倍以上である
（図1-GB）。

その一方、イギリスの個室数は世界平均の半分以下である。
ほとんどのワーカー（45%）が、オープンな執務スペースの中
に固定自席を持つ。そして、企業はさらなるコスト削減を目指
し、空間密度を高くし、オフィスは混雑し、周囲との距離が近く
なっている。自席がないワーカー（17%）は世界平均の2倍も
いる（図2-GB）。

プライバシーを確保できるスペースは十分あるが、集中でき
る環境としての評価は低い。これは、おそらくこれらのスペー
スが集中ワークを考慮してデザインされていないことが原因
である。十分な数の会議室や社員食堂があると答えたワーカ
ー数も世界平均以下で、これは不動産の問題が要因のひと
つとも考えられる（図3-GB）。

イギリスの職場環境

特記
会議室やカフェテリア/社員食
堂の数は世界平均以下である
が、休息や気晴らし、運動のた
めのエリアは世界平均を上回
る。

49%

14%

37%

12%

26%

45%

17%

63%

58%

64%

71%

23%

特記
世界平均の2倍以上のノマドワ
ーカーがいる。

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク* 

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-GB  

 

図7-GB  

 

図8-GB  

 

図4-GB  

 

図5-GB  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

イギリス

6.3

従業員の健康と安全を
重要視している

従業員の能力を最大限に
引き出している

イギリス

 

 

特記
職場環境の質にそれほど満足
しておらず、世界平均以下の項
目もある。

9%

38%

52%

特記
モバイル機器の利用が限られ
ている中でも、ワーカーがオフ
ィス外や遠隔から働く率は世
界平均を上回る。

77%

91%

39%

38%

12%

39%
18% 48% 24% 1%9%

特記
ワーカーの3分の2以上が「従
業員の健康や安全を重要視し
ている」を高く評価しており、10
人中6人は「従業員の能力を最
大限に引き出している」に対し
て高いスコアを示している。 69%

62%

61%

63%

特記
自席がないオフィスということ
では世界をリードし、平均を上
回るが、ノマドワークを十分に
サポートするモバイル機器の
普及率はそれほど高くない。

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-GB  

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

イギリス

イギリスのワーカーのエンゲージメントレベルは世界標準に
近く、エンゲージメントと職場環境満足度の値からはその複
雑な反応が見てとれる。ほとんどのワーカーは総じて仕事に
行くのが楽しく、同僚との連帯感を持ち、仕事に達成感を感じ
ているが、他の国々のワーカーほどには会社の企業文化を尊
重しているわけではない。そして、自分の会社を推薦できると
も感じていなく、会社における自分の将来も楽観視していな
い（図10-GB参照）。

イギリスのオフィスは、スペースの多様性に欠け、それがエン
ゲージメントや満足度レベルを下げている。イギリスは完全
にオープンな執務スペース環境が世界のどこよりも普及して
いるために、仕事に集中でき、邪魔されることなくチームで仕
事ができると回答したワーカー数は最も低い部類に入る。こ
れはプライバシーを確保するのが困難で、仕事に集中できな
いことを示唆している。また、オフィス内で働く場所を選択しに
くく、自分で仕事環境をコントロールできないと感じるワーカ
ーも多い。リフレッシュのためのスペースは設置されているが 

（図3-GB参照）、リラックスして落ち着きながら仕事をできる
環境ではないことが分かる。これは仕事環境を自分で自在に
コントロールができないことや選択できるスペースの数が限
られていることも要因であると思われる。

イギリスのように競争激化と流動性の高い労働市場では、オ
フィス内での多様なスペースづくりが従業員の選択肢を増や
し、仕事環境をコントロールしやすい環境をつくる。それには
オープンな執務スペースの中に、個人やグループワークのた
めのプライバシーを確保できる個室も設置しながら、バランス
を図ることが効果的である。従業員に多くのコントロールを
与えることが、エンゲージメントや会社への忠誠心や愛着心
を築くことにつながる。

12%

11%

31%

29%

18%

21%

11%

13%

28%

26%

特記
エンゲージメントレベルは世界
平均をわずかに下回り、職場へ
の不満がその大きな要因と考
えられる。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。
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76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-GB  

 

図10-GB  

 

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

イギリスイギリス

  
41%

73%

57%

50%

80%

70%

60%

64%

59%

77%

50%

55%

61%

79%

74%

68%

66%

71%

62%

61%

66%

56%

特記
ほぼすべての職場環境満足度
値は世界標準以下である。

特記
ほとんどのエンゲージメント値
はほぼ世界標準で、全体では
調査対象国の中で12番目であ
る。
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非常に高いエンゲージ 

メント + 満足度

非常に低いエンゲージ 

メント + 満足度 

13%

11%

グローバル

 

 

 

 

 

男性 女性

 

18～34歳 35～44歳 45～54歳 55歳以上

 

上級管理職  管理職

 

技能職/専門職 事務/サービス/営業職  

参加者数 

性別

 

年齢

 

職位/職種 

アメリカ

44%

34% 25%

56%

22% 19%

19% 13%

15% 53%

809

アメリカ

 
14%

9%
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23%

31%

46%

70%

61%

53%

45%

22%

グローバル

オープンな執務スペース 

個室 

オープンな執務スペースと 

個室の組み合わせ

十分な数の 

会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートスペース 

リフレッシュエリア 

スポーツ/運動施設

専用個室 

共有個室 

固定自席あり 

オープン執務スペース 

ノマド（固定自席なし）

オフィススペース

特記
オフィスのほぼ4分の1のスペ
ースが個室で占められている。

23%

37%

33%

8%

全体のオフィス 

レイアウト

共有エリアへの 

アクセス

個人の
執務スペース

貴方の会社のオフィス
レイアウトは下記のうち
どれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

職場にあるスペース:
（%が同意）

図1-US  

 

図2-US  

 

図3-US  

 

アメリカ

 

 

アメリカのオフィスは完全にオープンな執務スペースがスタ
ンダードと思いきや、その多くは実際にはオープンな執務ス
ペースと個室の組み合わせである。

アメリカのオフィスの21%は完全にオープンな執務スペース
で、それを上回るのがイギリスと南アフリカである（それぞれ
46%と36%）。今日のアメリカの一般的なオフィスは、自席の
ない完全なオープン執務スペースのオフィスとオープンな執
務スペースと個室の組み合わせで77%を占める。ほとんどの
ワーカーがオープンな執務スペースの中に自席を持ち（図
1-US、図2-US）、5%がノマドワーカーである（世界平均は
8%）。

注目すべきは、専用個室を持つワーカーの割合（35%） は世
界平均よりかなり高い。同僚との共有個室や自席がない「ホ
ットデスキング」や「ホテリング」と呼ばれる働き方は他の国々
と比べてかなり少ない。

アメリカのワーカーの多くが集中ワークや休息、ソーシャル
交流などのための共有スペースを利用できている。

アメリカの職場環境

特記
共有スペースが設置されてい
る率は世界平均よりわずかに
上回る。

21%

23%

56%

35%

16%

45%

5%

78%

59%

68%

58%

31%

特記
共有個室や固定自席がない環
境は、世界の他の国々と比べる
とはるかに少ない。

調査での最低スコア

調査での最高スコア

特記

調査での最低スコア

調査での最高スコア
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グローバル

80%

86%

39%

39%

14%

35%

9%

36%

55%

デスクトップコンピュータ 

固定電話 

ノートパソコン 

携帯電話 

タブレット 

ビデオ会議

毎日 

時  々

まったくない

6.60 10

23% 46% 22% 8% 1%

職場環境
の質

職場環境に
対する感じ方

企業風土や
企業文化に
対する感じ方

貴方の職場環境を気に入っていますか? 
（%が同意）

貴方の会社において、下記は当てはまりますか?
（%が同意）

職場環境の質を評価する（1～10の尺度）

遠隔ワーク* 

会社から支給される 
テクノロジー機器:
（%が同意）

オフィス外で仕事を 
する頻度は?

仕事での
テクノロジー機器

図6-US  

 

図7-US  

 

図8-US  

 

図4-US  

 

図5-US  

 

グローバル

国平均は10ポイント中、6.0から7.5ポイントの範囲

テクノロジー＋遠隔ワーク ワーカーの満足度

強く
そう思う

そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

アメリカ

6.8

従業員の健康と安全を
重要視している

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

アメリカ

 

 

特記
職場環境の質に対する評価は
世界平均より若干上回る。「職
場環境が気に入っている」に対
するスコアはメキシコとインド
に次ぐ。

5%

35%

61%

特記
遠隔ワークはアメリカでは一般
的になりつつある。これはおそ
らくオフィスのモバイル化が定
着していることと、遠隔で働くこ
とが好まれているからである。

80%

93%

38%

26%

14%

45%
27% 49% 16% 1%7%

特記
企業文化に対しては世界平均
を上回り、会社が従業員のこと
を気にかけていると感じるワー
カーも多い。

75%

62%

69%

54%

特記
固定電話の利用率は対象国の
中でも2番目に高く、企業が携
帯電話を従業員に支給してい
る率は低い。

*四捨五入によって比率の合計は100%にはならない。

文化的評価基準は付録Jをご参照ください

調査での最低スコア
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エンゲージメント＋職場環境満足度 
クラスター分析
図9-US 

非常に低い

非常に高い

非常に高い

非常に低い

職場環境満足度

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

グローバル

アメリカ

アメリカのワーカーのエンゲージメントと職場環境満足度は
世界平均以上で、その値は6番目に高い。総じて多くのエンゲ
ージメント項目が好評価で、特に「会社の戦略と方向性を支
持している」、「企業文化を尊重できる」のスコアは高い（図
10-US参照）。 

多くが肯定的評価といっても、職場環境満足度はほぼ世界
平均で、エンゲージメントが最も高いインドやメキシコとい
った国々よりも若干低い。アメリカのワーカーは他の国々と
比べて、職場環境に対する期待度は高いように見えるが実
際にはスコアが低いのは、未だ「作業に応じて働く場所を選
択できる」環境が整備されていないことが要因であると考え
られる。

アメリカのビジネスリーダーたちは、激化するグローバル市
場で国際競争力を高めていくためにはエンゲージメントの強
化は不可欠であると感じている。これを達成するための重要
な戦略のひとつが、今日の多様な仕事モードに対応し、個々
が能力を最大限に発揮できる多彩な「場」づくりと、どこでど
うやって働くかの選択肢とコントロールを従業員に与えるこ
とである。

9%

11%

30%

29%

26%

21%

14%

13%

22%

26%

特記
アメリカの評価は6番目で、ワ
ーカーの40%はエンゲージメン
トと満足度レベルが高いと非
常に高いで占めている。

エンゲージメントと
職場環境満足度の関係

このクラスター分析は次ページのデータを元に作成されている。

従業員エンゲージメントを高める職場環境については、
P46の「弾力性のある職場環境」をご参照ください。

224 225STEELCASE グローバルレポート   |   世界のエンゲージメントと職場環境実態

アメリカ アメリカ

US



76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

63%

60%

グローバルグローバル

作業に応じて働く場所を選択
できる

同僚と交流できる 

簡単に集中できる 

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

1日を通して異なるスペースを 

動きながら仕事ができる

1日を通して姿勢を変えられる 

会社への帰属意識を持てる 

自分のアイデアを容易にかつ 

自由に表現できる

プロジェクトや功績を共有できる 

会社の情報がリアルタイムで 

わかる

遠隔ワーカーを考慮している 

リラックスして落ち着ける 

来客を配慮している

同僚との連帯感を感じる 

仕事に行くのが楽しい 

今の会社で働くことに 

誇りを感じる

仕事にやる気がもてる 

仕事に達成感を感じる 

自分の会社を推薦できる 

企業文化を尊重できる 

会社の戦略と方向性を 

支持している

会社での自分の将来を 

楽観視している

51%

75%

66%

58%

77%

75%

66%

66%

61%

70%

56%

59%

66%

貴方の職場環境で 
下記は可能ですか?
（%が同意）

会社や仕事に
対する態度

職場環境に
対する感じ方

以下の記述に
同意しますか?
（%が同意）

図11-US  

 

図10-US  

 

職場環境満足度の
評価基準

職場環境エンゲージメントの
評価基準

アメリカアメリカ

  
48%

78%

70%

58%

85%

73%

70%

72%

64%

80%

52%

64%

71%

79%

75%

77%

72%

73%

71%

72%

73%

68%

特記
世界でも最も職場環境に満足
している国のひとつで、ほとん
どの満足度値が世界平均を上
回る。しかし、「作業に応じて働
く場所を選択できる」、「1日を通
して姿勢を変えられる」、「遠隔
ワーカーを考慮している」に対
する評価は世界平均以下であ
る。

特記
世界でも最もエンゲージメント
が高い国のひとつで、すべての
エンゲージメント値が世界平均
を上回る。
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付録

2014年、Steelcaseは世界的なグローバル市場調査会社で
あるIpsosと提携し、4大陸、17カ国を対象に、総数12,480人
のオフィスワーカーに向けて大々的なインターネットアンケート
調査を実施した。調査の目的はワーカーと企業双方から見た
ウェルビーングの指標となるエンゲージメントと職場環境の
グローバルな実態を把握するというものである。この定量調
査は、Steelcaseの現在進行中の定質調査と同社の長年にわ
たる職場環境とワーカーに関する広範囲にわたるインサイト
と合体された。

サンプリング調査（標本調査）＋
 調査方法

229
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世界17カ国で実施されたインターネットアンケート調査の対
象は、従業員数100人以上、従業員が仕事の大半をオフィス
で費やしている企業で、対象者の職位や職種は多岐にわた
る：

›  取締役 / 上級管理職
›  管理職
›  技能職 / 専門職
›  事務、サービス、営業職

回収データは国を代表するものとして、国際労働機関とEC統
計局の統計データに基づいて微調整されている。

インターネットアンケート調査は、多項選択回答式（20）と自
由回答式（2）で構成され、すべての項目は対象国の母国語に
翻訳されている。選択回答式のうち8項が、会社のタイプ、規
模、職位、性別、年齢、業種、ワーカーのモバイル度レベルなど
の人口統計学的属性で、残りの14項は職場環境での仕事の
仕方や感じ方やエンゲージメント指標に焦点を合わせてい
る。質問事項はSteelcaseの研究員によって、主に、ワーカー
のウェルビーングの6つの側面から掘り下げられ、最終的にメ
タ分析で定式化されている。また、調査ツールの開発、データ
分析、調査結果の統合の際には、Steelcaseが掲げる「マイン

ヨーロッパ 

北米

アジア

ヨーロッパ

ヨーロッパ

アジア

北米

ヨーロッパ

ヨーロッパ

ヨーロッパ

中東

アフリカ

ヨーロッパ

ヨーロッパ/アジア

中東

ヨーロッパ

北米

420

802

803

824

803

802

796

407

832

808

450

802

803

802

701

816

809

16

10

12

17

8

1

2

14

7

13

5

4

15

9

3

11

6

参加者数地域 エンゲージ
メントランク

国シンボル国

BE

CA

CN

FR

DE

IN

MX

NL

PL

RU

SA

ZA

ES

TR

AE

GB

US

ドフルネス」、「活力」、「帰属意識」、「意義」、「本物」、「楽観性」
といったウェルビーングの6つの側面とSteelcaseの他の調査
プロジェクトの主要インサイトが考慮されている。

IpsosとSteelcaseの調査員は広範囲に及ぶ傾向を把握し、
その重要で微妙な違いを把握するために、職位/職種、年齢、
個人の執務スペース （個室、共有個室、オープンな執務スペ
ースの中の自席あり/なし）、遠隔ワーク/モバイル度レベルと
いう複数のレベルでデータを解析し、どの要素がグローバル
および各国の中で一番影響力があるかを識別した。各国の
データは国別での個別分析に加え、グローバルレベルでのマ
クロデータの相関分析も行われた。

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

付録 付録



232 233STEELCASE グローバルレポート   |   世界のエンゲージメントと職場環境実態

貴方の会社のオフィスレイアウトは
下記のうちどれですか?

貴方の執務スペースは
下記のうちどれですか?

32                  37        32

25   53            22

28       48         24

24              38             37

19      27           54

14         49               37

10    63                   27

28          36        36

20        41          40

16              44           40

8           53             39

36        46                   18

26     51           23

19      40       41

11     57          32

 49                  37          14

21          56            23

A: 全体のオフィスレイアウト B: 個人の執務スペース

23% 46% 31%

オープンな
執務スペース

専用個室オープンな執務スペースと
個室の組み合わせ

同僚との
共有個室

個室 固定自席あり
オープン
執務スペース

自席なし

23%  37%   33%    8%

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

グローバル

21          36                  27      16

31            17            46         7

11               45                42     2

28         36               24           12

24               50       18      7

29          41            27              3

20        39       36            5

11      40        27                22

26     45              23         6

22             49               26   2

21          56               16      7

25    24   44          7

18     30               45          7

27       47      20        6

18     52             22      8

12       26             45                    17

35        16   45             5

グローバル

付録 付録



Global
70%

61%

53%

49%

45%

22%

28 

57 
67 

53 

29 

62 

32 35 

19 
28 33 

53 

44 
36 37 

71 
58 

69 72 77 
68 70 

83 

60 

74 

64 

68 

60 

75 

68 62 66 63 

78 

75 

55 

61 59 62 

82 
74 

80 

42 
57 55 51 

62 

57 56 58 59 

45 

65 70 

45 44 

71 

50 

64 

42 39 42 

55 51 

32 

47 

64 68 

40 44 

71 

36 39 

76 

49 

57 

42 

51 50 

49 
40 42 

53 

41 

52 

16 

29 30 

12 15 

43 

22 

19 
13 

19 21 17 16 

22 24 23 
31 

Global
81%

68%

56%

54%

45%

22%

66%

68 
79 

64 67 

79 

67 67 63 

69 

67 

47 

73 

66 63 
52 59 

84 

52 

30 

78 

58 

74 
67 

52 

58 
65 

50 

63 62 

49 

67 66 

39 
28 

33 30 

84 

22 
34 

74 75 

46 
53 

68 
78 

63 

52 

80 
73 

31 34 

24 29 

78 

41 

45 

61 
52 

36 

57 56 
48 

27 
39 

64 

48 

21 
29 

10 17 

37 

13 

26 

43 

25 

16 

25 24 25 

16 15 

19 
25 

13 18 

90 

64 

90 89 94 

78 75 

94 
88 84 

74 
80 80 

89 

71 

83 

63 

67 66 

62 60 

69 73 

62 

86 
68 

57 56 

66 

61 

66 

60 

73 

63 

グローバル
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十分な数の会議室

カフェテリア/社員食堂 

プライベートな個室

来客やモバイルワーカーが
仕事ができるスペース

レクリエーション/

休息のためのエリア

スポーツ施設や運動器具

職場にあるスペース：
（%が同意）

貴方の仕事環境で下記は可能ですか?

（%が同意）

C: 共有エリアへのアクセス D: 仕事環境の基本事項におけるコントロール度

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

自然光が入る
 

 

デスク周りのパーソナル化

 

室温の調節 

 

 

私用コンピュータ機器の使用

 

照明の調整

 

オフィス家具の選択 

家具の調節

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

グローバル
100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

付録 付録



Global
86%

80%

39%

39%

35%

14%

84 

92 
86 89 94 87 

77 
70 

82 

89 

80 

90 

85 
75 

82 

91 93 

64 
76 

91 81 80 84 

78 74 76 

91 87 

73 

85 

78 

83 

77 

80 

47 

36 

51 

29 

45 
56 

40 39 42 

22 24 

42 

31 34 29 

39 

38 

41 

31 

55 

28 33 

64 

47 47 47 

28 28 32 32 

48 

34 38 
26 

27 

48 
40 

33 26 

56 

41 

31 
19 25 24 

39 37 

24 25 

39 
45 

6 10 
23 

6 9 
27 

19 
11 12 6 

23 
13 13 15 

22 
12 14 

55%  21%   10%  5%   9%
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66        24                6        2  2

59          24    7          3    7

24    33              23          14       7

79                 14      3    2  2

67           21          7        3   3

  25    25    18         12           20

67          11         8       4    10

65                    17  11     4     3

60            19          10            5       6

55               22       11           5       7

69             13  5      4     9

31             17            13      10          29

66        18      7         3    6

54              26             12     4     4

55               16           8         6     16

52          23     11         4     9

61           24      8    3    5

まったくない 週1日以下 週1～2日 週2日以上 毎日

会社から支給されるテクノロジー機器: 

（%が同意）
オフィス外で仕事をする頻度は?

E: 仕事でのテクノロジー機器 F: 遠隔ワークの採用

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

固定電話 

デスクトップコンピュータ 

ノートパソコン  

携帯電話 

ビデオ会議機器

タブレット

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

100

0

グローバル

グローバル

付録 付録
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10    42                34           12             2

 21          57            14    6        2

21         52                 24           4    0

8           44          31    16               1

15            44          28        13   1

33     49       13          4   0

26     38                 28                     8  1

13         50                    29      6         2

14           41                31          12               1

15           46          28             11   0

20        30    28       19            4

25   46               20    7          1

10             42          32         14               1

17               30             34                18   1

21          36                   25              15            3

20         54       18    6        2

30            51                 13        5       1

職場環境の質

 6.5

 6.5

7

6

6.4

7.4

7.5

6.8

6.2

6.6

6.1

6.6

6.5

6.2

6.7

6.3

6.8

職場環境の質を評価する（1～10の尺度） 貴方にとって、現在の会社は働くのに最適で、
ライフスタイルに合っていますか?

（%が同意）

G: 職場環境の質 H: 会社に対する満足度

19%         45%                  25%            10%      1%

強くそう思う そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない

6.6

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

グローバルグローバル

付録 付録



Global
68%

63%

62%

62%

56%

54%

64 

76 
85 

59 
66 

85 

63 

71 

60 64 62 

76 

47 

59 

68 
74 76 

50 

70 
65 

52 
62 

81 

71 

58 
51 

65 

53 

68 

45 

65 

59 61 

73 

51 

70 68 

51 
60 

80 

66 63 

57 

44 
52 

73 

52 
57 59 

69 
75 

52 

66 64 

48 
55 

81 

64 67 

57 61 

49 

72 

45 
53 

58 

67 
73 

41 

61 
70 

34 
55 

80 

60 61 

45 
49 

57 
62 

45 47 

59 56 

67 

42 

62 59 

36 

51 

79 

59 60 

42 

55 

39 

61 

44 
37 

47 

58 

69 
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12       48          29              8              2

21         51                19                7           1

24               47              26              4  0

12        45                   31            12               1

 26      46               20    8          1

37           46                   12        4  0

35       41        19          5  0

19      50           22    6        3

17   52           22    7          2

15            43      30            11               1

31             36     18      13              2

27       47      18    8  0

16             47              27               10  0

31             36     22             11  0

29          41           18           10              2

 18    48      24                9  1

27      49        16    7          1

貴方の職場環境を気に入っていますか?

（%が同意）

I: 職場環境に対する満足度
貴方の会社において、下記は当てはまりますか?：
（%が同意）

J: 企業風土や企業文化に対する感じ方

23% 46%   22%     8%     1%

ベルギー

カナダ

中国

フランス

ドイツ

インド

メキシコ

オランダ

ポーランド

ロシア

サウジアラビア

南アフリカ

スペイン

トルコ

アラブ首長国連邦

イギリス

アメリカ

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

チームワークやコラボレー
ションを推進している 

従業員の能力を最大限に
引き出している

従業員の健康と安全を重
要視している

従業員の自発性を奨励して
いる

従業員の価値を認め、尊重
している

従業員のウェルビーングに
関心を持っている

グローバル

グローバル

強くそう思う そう思う そう思わない 全くそう
思わない

分からない
90

30

90

30

90

30

90

30

90

30

90

30

付録 付録



66%

Global
76%

75%

71%

70%

70%

66%
65 

68 
72 

62 

70 

79 

63 

79 

70 

60 
51 

69 

59 58 57 

67 
71 

71 

70 

77 

65 

73 
81 

74 
82 

69 69 

54 

70 69 
62 59 

67 

73 

70 71 

86 

63 

75 

88 
78 81 

73 

77 

71 

81 

67 

76 76 

68 

80 

70 

77 
83 

67 

76 

88 

72 

80 

74 
69 65 

82 

64 
72 69 71 

82 

68 

77 
71 

63 

75 
82 

71 
76 76 

64 

52 

71 

66 
61 60 

68 

78 

73 
78 

74 

66 

74 
81 

68 

81 

72 

65 
57 

75 

66 
62 62 

72 
78 

63 59 

81 

59 

75 
82 

64 62 

73 

62 61 

68 

56 

73 

65 
55 

62 

Global
63%

61%

55 

64 
69 

51 
61 

74 
68 65 68 

60 

46 

61 59 58 55 

63 
69 

52 53 

71 

51 

70 
77 

62 

51 

61 60 

57 

66 

52 

62 61 

54 

62 
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照明

コンピュータと電話機

スペースのサイズ

デスク周りのモノの系統化

仕事をする雰囲気

使用家具 

室温

周囲の雑音レベル

オフィスの換気

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

下記の貴方の仕事環境に満足していますか?

（%が同意）

K: 仕事環境の基本事項に対する満足度

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

グローバル

グローバル

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

付録 付録



Global 
35% 

25%

25%

20%

20%

18%

16%

29 

36 

29 34 

40 

31 30 
22 

42 

29 

41 
48 

37 35 
42 

37 

34 

27 

15 

39 
34 

41 

5 
17 

42 
36 

47 

30 

2 23 

31 

22 
15 7 

27 
32 

14 

28 28 

15 

31 

22 

36 

17 18 18 

27 

38 

16 

26 26 

18 

21 

14 16 19 18 

38 
29 

16 19 

25 26 23 

10 

24 22 20 

8 

21 

8 6 
16 

34 

22 19 4 
9 

45 

28 

13 

35 
43 

19 

26 

25 
20 

25 
31 

13 10 9 

21 

15 14 12 

21 21 

8 
12 

28 
21 

8 13 

39 

8 
17 

27 27 

8 

17 

15 
10 

15 12 2 13 12 

20 

Global
16%

12%

7%

20%

13%

10 
17 

28 

5 6 

48 

27 
21 

18 
10 14 

33 

14 

25 
21 

14 17 

12 

10 

43 

3 6 

21 

11 

12 

4 

12 

7 

14 

5 10 10 10 13 

13 10 
3 

10 
6 2 3 

10 8 7 8 5 
9 3 6 

13 
8 

18 
13 

7 

16 

8 10 10 11 11 10 

17 15 16 13 15 18 
14 

15 15 12 

22 20 

9 9 12 

19 

13 

18 17 

13 

24 
17 17 

13 
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ストレスが溜まる

和気あいあい

官僚的

刺激がある

魅力的

非個性的

本物感がある

活動が制限される

落ち着く

見た目がよくない

革新的

 

冷たい感じ

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

貴方の職場環境を表現するとしたら下記のどれが
当てはまりますか?

L: 職場環境に対する感じ方

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

グローバル

グローバル

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

60

0

付録 付録



Global
76%

71%

69%

68%

67%

63%

63%

72 

77 
84 

69 74 

88 

73 

76 

68 68 

78 78 
74 

72 

78 79 79 

70 

75 

68 65 

77 
85 

81 81 

61 
51 

70 

75 

69 
65 

73 74 75 

67 

73 

65 63 66 

83 

74 71 

59 60 

70 
76 

64 67 

73 

68 

77 

69 68 
75 

65 63 

83 

70 

79 

58 
65 

73 70 

55 58 

72 

66 

72 

61 

72 72 

57 
63 

82 
78 78 

56 57 59 

69 

62 62 64 

71 73 

56 

71 
67 

54 

64 

80 

70 
65 

50 50 
60 

69 

61 61 

63 62 

71 

51 

67 65 

49 
59 

85 

66 
64 

56 
50 

65 
72 

46 

67 70 

61 

72 

Global
63%

60%

50 

68 
74 

47 

61 

82 

58 62 
53 55 

82 
74 

42 
58 

80 

66 
73 

62 
67 68 

49 

67 

82 

64 63 

44 

52 
59 

62 

51 54 

62 

56 

68 
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以下の記述に同意しますか?

（%が同意）

M: 職場環境エンゲージメントの評価基準

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB USBE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

同僚との連帯感を感じる

 

仕事に行くのが楽しい

今の会社で働くことに
誇りを感じる 

仕事にやる気がもてる
 

仕事に達成感を感じる

 

自分の会社を友人や家族
に推薦できる

企業文化を尊重できる

会社の戦略と方向性を
支持している 

会社での自分の将来を
楽観視している

グローバル

グローバル

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

100

40

付録 付録



Global
75%

75%

70%

66%

66%

66%

66%

78 78 
83 

74 

75 
82 

77 79 

73 

79 

69 
76 

70 
61 

72 
73 

78 

67 
72 

83 

68 

77 78 81 79 79 78 76 78 

67 
73 

76 

70 73 

64 

78 
82 

58 

70 
78 

68 

70 

67 
61 

54 

82 

56 
63 61 

77 80 

62 

69 68 

55 
62 

81 

69 69 

60 

68 

60 

68 

58 
64 64 64 

72 

49 

65 

75 

52 

65 

80 
74 73 

68 
73 

61 

66 

56 59 
64 60 

70 

59 
65 

80 

56 58 

77 76 

64 61 
65 

67 
72 

62 60 

67 

61 

71 

54 

65 

77 

51 
60 

81 
75 

70 68 66 
71 70 

56 
62 

72 

57 

70 

Global
61%

59%

58%

56%

51%

52 
56 

69 

37 
46 

73 
65 63 

72 

49 
40 

66 
62 61 

48 
55 

64 

47 
52 

69 

44 

56 

79 

64 

57 57 

62 59 61 

48 

59 62 

50 

58 

42 
49 

71 

36 

51 

67 66 63 

53 

59 58 
63 

49 

60 58 

50 52 

44 41 

70 

37 
46 

69 

54 52 

50 

51 52 

50 

38 

61 
55 

41 

48 

51 
59 

76 

48 

67 

78 

65 

59 
54 

66 

51 

66 

47 

58 55 
59 

64 
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貴方の職場環境では以下のことは可能ですか?

（%が同意）

N: 職場環境満足度の評価基準

BE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB USBE CA CN FR DE IN MX NL PL RU SA ZA ES TR AE GB US

同僚と交流し、カジュアルに
会話ができる

1日を通して身体を動かし、
姿勢を変えられる

会社の情報がリアルタイム
でわかる

自分のアイデアを容易かつ
自由に表現できる

会社への帰属意識を持てる

来客/業者を迎える環境を
配慮している

簡単に集中できる

個人やチームのプロジェクト
や功績を共有できる

リラックスして落ち着ける

邪魔されることなくチームで
仕事ができる

遠隔ワークやモバイルワーク
を考慮している

作業に応じて働く場所を選択
できる
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Ipsos（イプソス社）について 

Ipsos社は「革新性」、「起業家精神」、「顧客主体」を根幹とした
世界的なグローバル市場調査会社。グローバルネットワークとリサ
ーチ技術を生かした地域に密着したサービスを特長とし、クライ
アントの戦略パートナーとして継続的で緊密な関係をつくりあげ
ることを目指しています。

Steelcaseの調査研究をさらに知る

下記の研究レポートやインサイトは、日本語ウェブサイト
（steelcase.jp）または、iPad向けにAppストアでダウン 

ロードが可能です。

ウェルビーング
プライバシー
集中＋注意力
企業文化
イノベーション
分散型コラボレーション

従業員エンゲージメントを高める職場環境づくりに関するお
問い合わせは、当社日本語ウェブサイトか日本スチールケー
ス株式会社（03－3448－9617）までご連絡ください。



Steelcaseグローバルレポートは、従業員エンゲージメントと職場
環境の相関関係を探った初の世界的調査です。今日、従業員エンゲ
ージメントは、企業が直面する深刻な問題のひとつとして捉えられて
います。この調査ではエンゲージメントが非常に高いワーカーは世界
のわずか13％にすぎないことが明らかになっています。

世界17カ国、12,480人を対象に実施したこの調査は、職場環境に対
する従業員の感じ方とエンゲージメントレベルの間にはある種の相
関関係があることを明確にしています。つまり、職場環境に非常に満
足している従業員のエンゲージメントは最も高く、反対に、職場環境
に全く満足していない従業員のエンゲージメントレベルは最も低いと
いうことです。 

この調査は世界のオフィス実態を示すと同時に、長年にわたる
Steelcaseの調査研究と合体され、主要な発見を導きだし、従業員エ
ンゲージメントを高めるさまざまな施策を企業の皆様に提示するもの
です。 

当社は世界の先進的企業と共に、「人」、「チーム」、「組織」の
成果を向上させる「場」づくりに取り組んでいます。
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